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時代と歩く。都市を守る。暮らしに寄り添う。

東京ビルメンテナンス協会。

あ
の
頃
の
ま
ま
美
し
い
。

そ
ん
な
東
京
を
支
え
て
い
ま
す
。
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  2020 August・ＳeptemberTopics

　公益社団法人全国ビルメンテナンス協会は令和２年５月２９日に「ビルメンテナン

ス業における新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン」を策定した。

　本ガイドラインは新型コロナウイルスの基本的な感染防止方法や施設内各所

の日常清掃方法や設備管理、警備、それぞれの従事者に対しての業務上のポイント

等をまとめている。

　当協会HPにもリンクを掲載しているので、ぜひご活用いただきたい。

　本格的な夏が始まる前に東京ビルメンテナンス協会は「新型コロナウ

イルス感染禍における熱中症対策上の作業留意点～清掃作業～」を作成

した。本文書は熱中症が発症する要因等の基本的な内容から、新型コロ

ナウイルス感染対策としてマスクを着用した際の熱中症リスクの対策

としての留意点をまとめている。

　当協会HPに掲載されているので、ぜひ、現場従事者だけでなく、

監督者の皆様もご覧いただき、この夏を乗り切っていただきたい。

全国ビルメンテナンス協会が
新型コロナウイルス感染拡大
予防に関するガイドラインを策定！

新型コロナウイルス感染症対策を
踏まえた熱中症対策における
清掃作業上の留意点
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CLIP BOARD

　第54回優良従業員表彰式では、協会会員154社675名の従業員の方々が表彰の栄誉を受け

ました。

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大を避けるために、東京国際フォーラムでの式典を中

止した。表彰を受けた方々には、表彰状、額、表彰者名簿の他、記念品として防災グッズや

協会特製折り畳みうちわをトートバックと共にお送り

しました。

　新型コロナウイルス感染拡大により、様々な影響が

起きておりますが、ビルメンテナンス業はエッセンシ

ャルワーカー（必要不可欠の労働者）として社会に必

要な仕事であります。今回表彰された皆様も含めて、

withコロナの新しい生活様式のためにこれからも業界

全体を盛り上げていきましょう。

　厚生労働省では、医療機関に従事する医療従事者や職員に対して、慰労金を給付すること

としております。本慰労金は外部委託をしている従事者も対象としており、院内清掃等の業

務は対象となる場合が多いと考えられます。

　また、設備や機器の保守点検なども一般的には対象となりにくいと考えられるが、委託業

務の内容によっては各医療機関等の実態に応じ対象となります。

　申請は勤務する医療機関等を通じて、医療機関等が所在する都道府県が定める申請窓口に

申請を行う（申請方法や申請窓口については7月1日現在準備中）こととなっております。

　本事業の詳細は厚生労働省のサイトにも掲載されております。

申請窓口等、確定いたしましたら当協会ＨＰ等でも皆様に

ご案内いたします。

厚生労働省HP
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
0000098580_00001.html

第54回 優良従業員表彰を実施
会員各社の従業員675名を表彰

新型コロナウイルス感染症対応
従事者慰労金交付事業について
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新型コロナウイルス感染拡大予防に関するガイドラインを策定！
新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた熱中症対策における
清掃作業上の留意点
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■開催日時　	 令和2年５月29日（金）14時30分～16時
■開催場所　	 ビルメンテナンス会館2階研修室
■正会員数	 507社（5月29日現在）
■出席正会員数	402社（会場出席44社、委任状207社、議決権行使書151社）
■議長団
　議　長	 株式会社オリバー	 代表取締役社長	 加藤　　淳 氏
　議　長	 株式会社清建社	 代表取締役社長	 小熊　光一 氏
■議事録署名人
　議　長	 株式会社オリバー	 代表取締役社長	 加藤　　淳 氏
　議　長	 株式会社清建社	 代表取締役社長	 小熊　光一 氏
　会員代表者　	技建開発株式会社	 代表取締役社長	 中川　朋之 氏
　会員代表者　	株式会社セイコーファシリティズ　代表取締役	 須﨑　正和 氏

＜第10回 定時総会＞

第10回 
定時総会開催報告

小熊議長

加藤議長
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特　集 第10回　定時総会開催報告

新型コロナウイルスへの対応について
　今年度の定時総会は、緊急事態宣言解除4日後の令和2年5月29日（金）、新型コロナウイ
ルス対策を徹底しての開催となった。
　具体的な対策は、　１. 入館時、フェイスガードを着用した職員が非接触型体温計で来館
者の体温を測定し、体調を確認。　2.受付にビニールカーテンを設置。　3.ソーシャルディ
スタンス確保のため、総会会場の席の間隔を広くとる。　4. 会場前に手指消毒用アルコー
ルの設置。　5. 職員、来館者全員がマスク着用。　6. 会場の窓や入り口扉の開放による
換気。　7. 議長席、演台席、司会席に特製アクリルパネルを設置し、発言者が交代する
都度アルコール消毒の実施。
　当日の来場者は、コロナ禍の開催のため44名であったが、議決権行使書や委任状の提出
も出席数に含めるため、出席総数は402名であった。

入館前の検温と手指消毒

議長席用のアクリルパネル

司会席用のアクリルパネル

受付台にはビニールカーテン

ソーシャルディスタンスを守る席配置

演台用のアクリルパネルとマイクを消毒
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ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
の
開
発
が
早
く
進
む
よ

う
、国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、講
習
会
等
を
再
開

し
、従
業
員
教
育
を
充
実
す
る
こ
と
や
、新

型
コ
ロ
ナ
対
策
や「
品
質
重
視
の
入
札
契
約

制
度
」を
求
め
る
要
望
活
動
等
を
進
め
る
こ

と
で
、会
員
の
た
め
に
な
る
活
動
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
会
の
議
案
に
つ
い
て

　

本
日
は
、令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
の
承
認
や
定
款
の
一
部
改
正
な
ど
が
議
題

と
な
る
が
、皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、総
会
が

成
功
裏
に
終
了
す
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上

げ
る
。

　

最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
早
期
に
収
束
し
、来
年
に
延
期
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
す
る
。ま
た
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
、協
会
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

復
旧
さ
せ
て
い
く
の
か
が
今
後
の
大
き
な

課
題
と
い
え
よ
う
。そ
の
上
で
、ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
界
を
見
る
と
、ホ
テ
ル
、商
業
施
設

等
を
中
心
に
、相
当
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
か
ら
も
、ス

ペ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
等
の
要
求
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

協
会
の
事
業
も
同
様
で
あ
る
。3
月
以
降

の
講
習
会
は
、ほ
と
ん
ど
中
止
な
い
し
延

期
と
い
う
措
置
を
と
っ
て
い
る
。警
備
員
教

育
等
の
法
定
教
育
が
実
施
で
き
な
い
等
、会

員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
お

り
、本
当
に
心
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

本
協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

こ
の
6
月
か
ら
は
、「
三
密
」を
避
け
る

等
の
万
全
の
態
勢
を
と
っ
て
、講
習
会
等
を

徐
々
に
再
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、会
員
の
皆
様
の
厳
し
い
状
況
の
中
、

少
し
で
も
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
こ
と

で
、第
１
四
半
期
の
会
費
に
つ
い
て
、全
国
協

会
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、半
額
の
減
免
を

実
施
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
一
旦

収
ま
っ
て
も
、第
２
波
、第
３
波
が
来
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、あ
る
都
市
で
は
そ
の
兆
候

が
も
う
見
ら
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

１ 
会
長
あ
い
さ
つ

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の

現
状
に
つ
い
て

　

本
日
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
状
況
の

も
と
、会
場
に
ご
参
集
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

5
月
25
日
に
東
京
も
含
め
首
都
圏
で
の
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
。し
か
し
、

こ
れ
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
収

束
し
た
と
い
う
わ
け
で
な
く
、経
済
全
体
が

相
当
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
は
否
め

な
い
事
実
で
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

つ
き
合
い
な
が
ら
、経
済
を
ど
の
よ
う
に佐々木会長
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2 
報
告
事
項

⑴　
一
般
報
告

○
鷲
見
事
務
局
長

　

5
月
29
日
の
時
点
で
正
会
員
が
5
0
7

社
、賛
助
会
員
が
65
社
と
な
っ
て
い
る
。正

会
員
数
の
推
移
と
し
て
は
、平
成
9
年
の

6
3
5
社
を
最
高
に
、徐
々
に
減
少
し
て
い

き
、最
近
は
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

入
会
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、最
新
情
報

を
収
集
、社
員
教
育
や
講
習
会
の
活
用
等
が

多
く
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、退
会
の
理
由
と
し
て
は
、合
併･

統
合･

事
業
譲
渡
な
ど
の
例
が
多
い
。ま
た
、

賛
助
会
員
の
入
会
は
、や
は
り
正
会
員
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
る

と
い
う
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

今
後
も
協
会
事
業
の
充
実
を
図
り
会
員

数
の
増
強
に
努
め
た
い
。

⑵　
全
国
協
会
報
告

○
佐
々
木
東
京
地
区
本
部
長

　

去
る
5
月
20
日
、全
国
協
会
の
定
例
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、決
議
さ

れ
た
。

　

本
日
は
、2
0
2
0
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
に
絞
っ
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
う
。

　
ひ
と
つ
は
、「
監
督
者
講
習
」の
実
施
に
つ
い

て
。全
国
協
会
が
2
0
2
1
年
度
か
ら「
清

掃
作
業
監
督
者
講
習
」を
実
施
で
き
る
よ

う
、2
0
2
0
年
度
中
に
準
備
を
整
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

全
国
協
会
が
実
施
す
る
講
習
は
、単
に

「
事
業
登
録
の
要
件
を
満
た
す
た
め
の
監

督
者
」で
は
な
く
、「
顧
客
に
求
め
ら
れ
る
監

督
者
」、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」な
ど
、サ
ー

ビ
ス
業
と
し
て
不
可
欠
な
内
容
を
盛
り
込
む

こ
と
、ま
た
テ
キ
ス
ト
は「
科
学
的
、医
学
的

根
拠
」に
基
づ
い
て
客
観
性
・
正
確
性
を
担
保

し
た
内
容
に
す
る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
視
点
と
し
て
、会
員
の

受
講
機
会
を
充
実
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
る
。講
習
の
開
催
地
や
開
催
回
数
の
見
直

し
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
、受
講
し
や
す
い

費
用
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

2
つ
目
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
防
疫
業
務
」。今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、世
界
的
に
消
毒
・
防
疫
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

こ
の
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
く
。

　

本
事
業
は
、2
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
想
定
し
て

い
る
。ま
ず
2
0
2
0
年
度
は
、公
的
施

設
な
ど
か
ら
の
消
毒
の
依
頼
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
実
行
部
隊
を
編
成
し
、依
頼
に

対
し
て
実
際
に
消
毒
・
防
疫
業
務
を
行
う

こ
と
。次
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、実
行
部
隊

の
活
動
で
得
ら
れ
た
実
績
や
デ
ー
タ
を
も
と

に
、2
0
2
1
年
度
に「
環
境
感
染
制
御
作

業
資
格
者
講
習（
仮
称
）」を
構
築
す
る
計
画

を
持
っ
て
い
る
。到
来
が
予
測
さ
れ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
２
波
・
第
３
波
や
、そ
の

他
の
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
防
止
と
い
う

社
会
的
役
割
を
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
担
え

る
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

⑶　
令
和
2
年
度
事
業
計
画

○
鷲
見
事
務
局
長

　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
は
、令
和
２
年
3

月
の
第
１
０
１
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
て
い

る
。公
益
法
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、予
算
と
事

業
計
画
の
承
認
は
理
事
会
に
権
限
が
下
ろ
さ

れ
た
た
め
、総
会
に
お
い
て
は
報
告
事
項
と
い

う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。様
々
な
事
業
等
が
あ

る
中
で
、特
筆
す
べ
き
点
を
説
明
す
る
。

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す

る
事
業

　

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
調
査
を
こ
こ
数
年

続
け
て
お
り
、昨
年
度
に
実
施
し
た
清
掃
ロ

ボ
ッ
ト
の
調
査
研
究
を
も
と
に
、今
年
度
は

事
務
所
ビ
ル
等
に
お
い
て
実
証
調
査
を
行
う
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予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
修
会
・
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
、計
画

で
は
、受
講
者
数
に
よ
っ
て
講
習
会
を
増
減

し
て
お
り
、結
果
、一つ
の
コ
ー
ス
が
減
っ
て
い

る
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害

の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

警
備
員
法
定
教
育
は
、全
体
で
縮
小
し
て

い
る
が
、こ
れ
は
昨
年
8
月
に
警
備
業
法
施

行
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ
、法
定
教
育
時
間

数
が
緩
和
さ
れ
た
影
響
を
受
け
て
、縮
小
の

計
画
を
組
ん
で
い
る
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関

す
る
事
業

　

大
阪
協
会
と
の
情
報
交
換
を
、今
年
は

東
京
で
実
施
す
る
年
に
な
っ
て
お
り
、現
在
、

大
阪
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。研
修
・
講
習
会

の
実
施
は
、受
講
者
数
の
実
態
に
即
し
た
形

で
専
門
講
習
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、結
果
的
に

は
回
数
が
や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

障
が
い
者
等
自
立
支
援
事
業
の
実
施
と

い
う
こ
と
で
、都
立
特
別
支
援
学
校
生
徒
の

職
場
体
験
、企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、

1
年
で
25
回
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、東
京
協
会
独
自
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
ェ
ア
は
、1
年
お
き
に
開
催
し
て
い
た

が
、今
年
度
は
当
初
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
と

さ
れ
て
い
た
た
め
、来
年
度
に
実
施
す
る
計

画
に
な
っ
て
い
る
。今
年
９
月
に
新
装
さ
れ
る

浜
松
町
の
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、令
和
３
年
６
月
に
実
施
す
る
予
定
だ
が
、

開
催
は
感
染
状
況
次
第
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

　

海
外
研
修
視
察
に
つ
い
て
、ス
ペ
イ
ン
、ポ
ル

ト
ガ
ル
へ
の
視
察
を
計
画
し
た
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
を
鑑
み
て
、今
年

度
は
中
止
と
し
た
。

　

政
治
連
盟
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

東
京
都
や
都
議
会
に
対
す
る
従
前
の
要
望

に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
望
も
行
っ
て

い
く
。品
質
重
視
の
方
向
の
入
札
制
度
を
求

め
て
進
め
て
お
り
、今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
す
る
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
、内
容
に
よ
っ
て

実
施
で
き
る
か
ど
う
か
難
し
い
事
業
も
あ
る

こ
と
を
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、今
年
度
は
5
年
に
一
度
の
長
期
修
繕

計
画
の
見
直
し
の
年
度
と
な
っ
て
お
り
、進
め

た
い
と
思
う
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対

応
と
い
う
こ
と
で
事
業
報
告
会
等
を
実
施
す

る
た
め
、2
5
0
0
万
円
の
積
立
金
を
し
て

い
る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、大
会

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な
執
行

方
法
を
考
え
た
が
、な
か
な
か
実
施
可
能
な

事
業
が
少
な
く
、報
告
会
、そ
れ
か
ら
、選
手

村
等
の
関
係
で
非
常
に
ご
苦
労
い
た
だ
い
た

会
社
の
表
彰
等
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、事

業
報
告
会
を
計
画
し
た
。こ
れ
は
来
年
度
に

延
期
と
な
る
。

⑷　
令
和
2
年
度
予
算

○
安
達
財
務
委
員
長

　

予
算
に
つ
い
て
は
理
事
会
承
認
事
項
で
、

総
会
で
は
報
告
事
項
に
な
る
。本
予
算
は
、

令
和
2
年
3
月
の
第
1
0
1
回
理
事
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
。

①
経
常
収
益

　

会
費
収
益
は
、正
会
員
5
0
8
社
、賛

助
会
員
67
社
で
計
算
し
、前
年
度
よ
り

2
6
6
万
円
増
の
1
億
7
4
0
3
万
円

を
計
上
し
た
。な
お
、本
予
算
承
認
後
の
第



2020.8・9  Network Tokyo11「ヒャッとしたけど　マッいいか」　その行動が事故を呼ぶ

特　集 第10回　定時総会開催報告

1
0
2
回
理
事
会
に
て
、4
～
6
月
の
会
費

の
半
額
減
免
を
決
定
し
た
の
で
、令
和
2
年

度
決
算
で
は
2
1
0
0
万
円
ほ
ど
少
な

く
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

事
業
収
益
計
は
、受
講
者
の
少
な
い
講

習
会
の
開
催
数
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ

た
結
果
、前
年
度
よ
り
1
6
1
万
円
減
の

1
億
2
5
5
8
万
円
を
計
上
し
た
。

　

経
常
収
益
計
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
、

8
2
1
万
円
増
の
3
億
8
6
7
万
円
と
な
っ

た
。

②
経
常
費
用

　

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る

事
業
費
で
は
、「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競

技
大
会
」が
隔
年
事
業
で
あ
る
た
め
、今
年
度

は
支
出
を
見
込
ま
な
い
等
の
理
由
で
、前
年

度
よ
り
5
5
2
万
円
減
の
1
0
9
9
万
円

を
計
上
し
た
。

　

犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、災
害
の
防

止
に
関
す
る
事
業
費
で
は
、警
備
員
教
本
の

改
定
費
用
を
新
た
に
計
上
す
る
た
め
前
年
度

よ
り
27
万
円
増
加
の
1
0
8
2
万
円
を
計

上
し
た
。

　

建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す

る
事
業
費
で
は
、「
業
務
品
質
向
上
事
例
集
」、

「
設
備
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
制
作
費
用
を
見

込
み
、1
8
2
万
円
増
の
1
7
5
1
万
円
を

計
上
し
た
。

　

普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
費
は
、「
求
人
サ

イ
ト
」の
維
持
管
理
費
等
の
削
減
に
よ
り
、

80
万
円
減
の
4
3
3
8
万
円
を
計
上
し
た
。

　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
に
つ
い
て
、長

期
修
繕
計
画
に
よ
る
修
繕
費
の
増
加
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、本
予
算
が
承
認
さ
れ
た
3
月
上
旬

時
点
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
決
定
前
で

あ
り
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
報
告
会
等
の

実
施
と
し
て
1
5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い

る
が
、当
然
な
が
ら
執
行
し
な
い
こ
と
に
な

る
。以
上
の
理
由
か
ら
、2
1
6
3
万
円
増
の

1
億
7
5
6
万
円
を
計
上
し
た
。

　

事
業
費
計
で
は
、1
7
3
9
万
円
増
の

1
億
9
0
2
6
万
円
と
な
っ
た
。

管
理
費
で
は
1
2
1
8
万
円
増
の
1
億

5
6
2
6
万
円
を
計
上
し
た
。

　

経
常
費
用
計
は
、2
9
5
7
万
円
増
加

し
て
、3
億
4
6
5
1
万
円
、評
価
損
益
等

調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
3
7
8
4
万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、租
税
公
課
を

3
9
6
万
円
と
見
込
み
、収
益
事
業
収
益
振

替
後
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、マ
イ

ナ
ス
4
1
8
1
万
円
と
な
っ
た
。

　
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高
を
11
億
１
３

８
４
万
円
と
見
込
み
、正
味
財
産
期
末
残
高

を
10
億
7
2
0
3
万
円
と
見
込
ん
だ
予
算

と
し
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
と
お
り
、本
予
算
が

承
認
さ
れ
た
後
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
に

伴
う
報
告
会
の
延
期
、講
習
会
等
の
一
部

事
業
の
中
止
、3
か
月
間
の
会
費
の
半
額
減

免
等
を
決
定
し
て
い
る
。こ
れ
ら
を
反
映
さ

せ
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、速
や
か
に
作
成

し
て
、後
日
の
理
事
会
で
審
議
す
る
予
定
で

あ
る
。

3 

審
議
事
項

第
１
号
議
案 

令
和
元
年
度 

事
業
報
告
承
認
の
件

■
提
案
説
明

○
鷲
見
事
務
局
長

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す

る
事
業

　

調
査
研
究
の
関
係
で
、清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
調
査
を
実
施
。作
業
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
、障
が
い
者
に
よ
る
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
活
用

の
可
能
性
を
特
別
支
援
学
校
に
て
調
査
し

た
。研
究
の
延
長
と
し
て
、清
掃
ロ
ボ
ッ
ト

運
用
に
関
す
る
実
験
報
告
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
。

　

注
射
針
に
関
す
る
実
態
調
査
で
は
、近

年
、医
療
機
関
以
外
で
の
針
刺
し
事
故
が

確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、会
員
企

業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

研
修
・
講
習
会
の
関
係
で
は
、令
和
元
年

度
、新
た
に「
外
国
人
従
事
者
育
成
の
た

め
の
指
導
者
養
成
講
習
」を
立
ち
上
げ

た
。3
月
に
は
感
染
症
対
策
と
し
て
講
習
会

を
中
止
し
た
こ
と
も
あ
り
、受
講
者
数
は
全

体
で
1
2
0
名
減
少
し
、8
1
1
名
だ
っ
た
。

そ
の
他
、テ
キ
ス
ト
等
の
作
製
と
い
う
こ
と

で
、3
種
類
の
新
し
い
テ
キ
ス
ト
等
を
作
製
し

て
い
る
。

鷲見事務局長
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②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害

の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

調
査
・
研
究
の
分
野
で
、警
備
員
の
採
用

や
給
与
、警
備
対
象
施
設
等
に
つ
い
て
調
査
し

「
警
備
業
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
」を

作
製
し
た
。ま
た
、見
学
会
に
つ
い
て
は
、株

式
会
社
ク
マ
ヒ
ラ
の
日
本
橋
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
て
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
最
新
機
器
に
つ
い
て

見
学
会
を
実
施
し
た
。

　

警
備
業
務
教
育
の
関
係
は
、事
業
計
画
で

も
述
べ
た
通
り
、警
備
業
法
施
行
規
則
の
改

正
で
、全
体
的
に
時
間
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
。

新
し
い
講
習
会
と
し
て
、現
場
隊
長
ク
ラ
ス
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の「
現
場
警
備
責
任
者

の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
」を
実
施
。全

体
的
に
は
、6
0
0
人
弱
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、「
警
備
業
の
現
状

と
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」を
警
視
庁
の
協
力
を
得

て
実
施
し
た
ほ
か
、「
上
級
救
命
講
習
」な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関

す
る
事
業

　

A
I
、I
o
T
の
用
語
の
定
義
や
近
年
に

お
け
る
技
術
発
展
の
動
向
、設
備
管
理
の

現
場
で
活
用
で
き
る
最
新
ツ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
、「
A
I
、I
o
T
の
設
備

管
理
現
場
で
の
活
用
」を
作
製
し
た
。

　

他
地
区
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
の

情
報
交
換
と
い
う
こ
と
で
、昨
年
11
月
、大

阪
協
会
の
設
備
保
全
部
会
と
情
報
交
換
会

を
実
施
し
た
。分
科
会
は
、「
ビ
ル
管
理
会
社

の
ス
マ
ー
ト
化
」、「
業
務
品
質
向
上
に
お
け

る
各
社
の
取
り
組
み
」、「
リ
ス
ク
低
減
の
た

め
の
事
故
事
例
」等
を
テ
ー
マ
に
し
て
、情
報

交
換
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

研
修
・
講
習
会
の
実
施
の
内
容
で
は
、設

備
管
理
に
関
す
る
必
要
な
知
識
・
技
術
の

他
、関
係
法
令
を
指
導
教
育
す
る
た
め
に
設

備
員
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を
実
施
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
講
習
会
を
中
止
し
た

こ
と
も
あ
り
、受
講
者
数
は
30
年
度
と
比
べ

て
2
4
8
名
減
少
し
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
近
年
の
風
水
害
に
学
ぶ
ビ

ル
管
理
」と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
た
。テ
キ

ス
ト
類
に
つ
い
て
は
、「
ビ
ル
設
備
管
理
テ
キ

ス
ト
」の
初
級
編
と
中
級
編
を
そ
れ
ぞ
れ
改

訂
し
て
い
る
。　　

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

障
が
い
者
等
就
労
支
援
事
業
で
は
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、特
別
支
援
学
校
へ
の

講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。障
が
い
者
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
の
指
導
員
の
研
修
、障
が

い
者
の
方
に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
た
他
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
協
力
し
て
い

る
。

　

労
働
安
全
衛
生
の
関
係
で
は
、セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、ロ
ー
プ
の
高
所
作
業
の
危
険
を

テ
ー
マ
に
し
て
、２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

た
。ま
た
、高
年
齢
労
働
者
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
開
い
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
11
日
に
労
働
安
全
衛
生
大
会

を
開
催
し
、無
災
害
企
業
の
表
彰
、ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
報
告
の
表
彰
な
ど
、労
働
安
全
衛
生

の
大
き
な
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。社

会
へ
の
業
界
・
協
会
の
Ｐ
Ｒ
事
業
で
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
等
を
使
っ
て
実
施
し
て
い

る
が
、費
用
対
効
果
等
を
含
め
て
難
し
い
点

が
あ
り
、現
在
、広
報
委
員
会
で
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。ノ
ベ
ル
テ
ィ

の
作
成
、協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等
も

広
報
委
員
会
で
実
施
し
て
い
る
。

「
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」は
9
8
4
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。12
点
を
表
彰
し
、カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
て
配
付
し
た
。　

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
品
質
改
善
事
業

は
以
前
か
ら
続
け
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
今

年
度
は
、
品
質
管
理
入
門
コ
ー
ス
、
再
発

防
止
対
策
講
座
を
着
実
に
実
行
し
て
い
る
。

　

採
用
等
支
援
事
業
で
は
業
界
特
化
型
求
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人
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
が
、
な
か
な
か
利

用
が
広
が
ら
ず
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

か
ら
人
手
不
足
の
状
況
が
解
消
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
運
営

と
な
っ
て
い
る
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

　

東
京
都
に
対
し
、入
札
関
係
で
品
質
重
視

の
方
向
へ
の
改
革
を
長
年
実
施
し
て
お
り
、

少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
る
。

　

労
務
関
係
の
講
習
会
等
で
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
て
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画

し
た
。外
国
人
労
働
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、パ
ワ
ハ
ラ
関
係
、外
国
人

労
働
者
の
適
正
な
雇
用
等
、時
宜
に
応
じ
て

開
催
を
し
て
い
る
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
事
業
に
つ
い
て
、昨
年
度

は
、野
球
大
会
、ゴ
ル
フ
大
会
、バ
ス
旅
行
、屋

形
船
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。２
月

に
実
施
し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、ゲ
ー
ム
の

み
で
、懇
親
会
は
中
止
し
た
。

　

会
議
室
に
つ
い
て
は
、ほ
ぼ
良
好
な
利
用

状
況
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、会
館
の
適
正
な

保
全
・
管
理
運
営
で
は
、長
期
修
繕
計
画
に

基
づ
く
大
き
な
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、昨
年
は
役
員
改
選
の
年
と
い
う
こ

と
で
、日
頃
か
ら
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い
る
委

員
の
方
に
感
謝
す
る
と
い
う
集
い
を
開
催
し

た
。第

2
号
議
案 

令
和
元
年
度 

決
算
承
認
の
件

■
提
案
説
明　

○
安
達
財
務
委
員
長

①
経
常
収
益

　

経
常
収
益
の
半
分
以
上
を
占
め
る
会
費

収
入
は
、1
億
7
3
0
6
万
円
と
予
算
額

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。事
業
収
益
計
に

つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
の
た
め
、講
習
会
の
開
催
回
数
が
減

少
し
、1
億
2
5
9
6
万
円
と
予
算
額
を
下

回
っ
た
。雑
収
益
は
、当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
共

同
企
業
体
で
就
労
し
た
本
協
会
職
員
の
人

件
費
約
6
4
0
万
円
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

予
算
対
比
で
は
大
幅
な
収
益
超
過
と
な
っ

て
い
る
。以
上
を
合
計
し
た
経
常
収
益
の
総

計
は
3
億
８
５
５
万
円
と
な
り
、予
算
額

3
億
46
万
円
を
上
回
っ
た
。　

②
経
常
費
用

　

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る

事
業
費
で
は
、実
態
調
査
研
究
の
調
査
ロ

ボ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
費
や
テ
キ
ス
ト
等
の
作
成
に

お
け
る
清
掃
作
業
初
心
者
向
け
の
D
V
D

作
成
費
用
に
つ
い
て
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た

結
果
、予
算
額
1
6
5
1
万
円
に
対
し
て
、

決
算
額
は
1
3
2
2
万
円
だ
っ
た
。

　

犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る
事

業
費
は
、警
備
業
法
施
行
規
則
の
改
正
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
講
習
会
開
催
回
数
の
減
少
等
の
た
め
、予

算
額
1
0
5
6
万
円
に
対
し
て
、決
算
額
は

1
0
4
0
万
円
と
な
っ
た
。

　

建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す

る
事
業
費
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
る
講
習
会
開
催
回
数
の

減
少
等
の
た
め
、予
算
額
1
5
6
9
万
円
に

対
し
、決
算
額
は
1
3
5
6
万
円
と
な
っ
た
。

　

普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費
で

は
、入
会
促
進
事
業
を
費
用
対
効
果
の
高
い

媒
体
に
絞
る
な
ど
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
努
め
た

結
果
、予
算
額
4
4
1
9
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
4
1
2
2
万
円
だ
っ
た
。

　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
で
は
、予
定

し
て
い
た
玄
関
の
自
動
ド
ア
工
事
を
消
防

法
の
基
準
を
満
た
す
た
め
の
設
計
変
更
等

の
た
め
、令
和
2
年
度
に
延
期
し
た
結
果
、

修
繕
費
に
執
行
残
が
生
じ
た
こ
と
、加
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、予
定
し
て
い
た「
経
営
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、予
算

額
8
5
2
9
万
円
に
対
し
て
、決
算
額
は

7
1
7
2
万
円
と
な
っ
た
。

　

以
上
を
合
計
し
た
総
事
業
費
は
、予
算
額

1
億
7
2
2
3
万
円
に
対
し
、決
算
額
が

1
億
5
0
1
1
万
円
と
な
っ
た
。

　

2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
講
習
会
等

を
中
止
し
た
た
め
執
行
率
が
落
ち
て
い
る
も

の
の
、そ
れ
以
外
は
お
お
む
ね
予
定
ど
お
り

執
行
し
た
。

　

管
理
費
に
つ
い
て
は
、職
員
の
退
職
な
ど

で
給
料
手
当
が
減
っ
た
も
の
の
、マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
の
O
S
で
あ
る
W
i
n
d
o
w
s 

7

の
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
、全
職
員
の
パ
ソ

コ
ン
を
更
新
し
た
こ
と
か
ら
、消
耗
品
費
は

安達財務委員長
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片桐監事

予
算
を
超
過
し
た
。管
理
費
全
体
で
は
、予

算
額
1
億
4
4
0
8
万
円
に
対
し
、決
算

額
は
1
億
3
8
0
6
万
円
と
、執
行
残
は

6
0
2
万
円
と
な
っ
た
。

　

事
業
費
計
と
管
理
費
の
合
計
で
あ
る
経

常
費
用
計
は
、予
算
額
3
億
1
6
3
1
万
円

に
対
し
て
、決
算
額
2
億
8
8
1
7
万
円
と

な
り
、評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減

額
は
2
0
3
9
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　

経
常
外
増
減
の
部
に
つ
い
て
は
、評
価

損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は

2
0
3
9
万
円
で
、そ
こ
か
ら
租
税
公
課

3
9
6
万
円
を
納
税
し
た
後
の
収
益
事
業

収
益
振
替
後
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

は
、1
6
4
2
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

③
一
般
正
味
財
産
増
減
額

　

期
首
残
高
を
加
え
た
正
味
財
産
期
末

残
高
は
、11
億
2
4
7
5
万
円
と
な
っ
た
。

④
賃
借
対
照
表

資
産
合
計
は
12
億
1
1
7
2
万
円
、負
債

合
計
は
8
6
9
8
万
円
と
な
り
、正
味
財
産

合
計
は
11
億
2
4
7
5
万
円
と
な
っ
た
。

　

以
上
が
、令
和
元
年
度
決
算
の
説
明
で

あ
る
。

 
監
査
報
告

○
片
桐
監
事

　

令
和
2
年
4
月
21
日
、大
村
、吉
田
、片
桐

の
監
事
3
名
の
監
査
を
行
っ
た
。

１　
監
査
の
方
法

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
、伝
票
、帳
簿
及
び

証
拠
書
類
を
精
査
し
て
、計
算
書
類
の
正
確

性
を
検
討
し
た
。業
務
監
査
に
つ
い
て
、理
事

会
及
び
そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、理
事
か

ら
の
業
務
報
告
、関
係
書
類
の
閲
覧
な
ど
、 

必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
き
を
行
い
、

業
務
執
行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２　
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額

と
一
致
し
、法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状

態
を
正
し
く
示
し
て
い
る
と
認
め
る
。理
事

の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為
並
び
に

法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
い
と

認
め
る
。

■
採
決

　

第
1
号
議
案
、第
2
号
議
案
に
つ
い
て
、反

対
、賛
成
の
順
で
挙
手
を
求
め
た
。第
1
号

議
案
、第
2
号
議
案
と
も
に
、総
会
出
席

正
会
員
数
の
3
分
の
2
で
あ
る
2
6
8
名

を
大
き
く
上
回
る
賛
成
を
得
て
、可
決
、承

認
さ
れ
た
。

第
3
号
議
案

令
和
２・
３
年
度 

役
員
立
候
補
者

資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任

■
提
案
説
明

○
坂
上
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査　
　

委
員
長

　　
役
員
選
任
規
程
が
定
め
る
委
員
会
の
主

な
役
割
と
し
て
、役
員
立
候
補
の
受
付
、立

候
補
者
の
資
格
審
査
、審
査
結
果
の
理
事
会

へ
の
報
告
、立
候
補
者
広
報
の
作
成
な
ど
の

他
、次
期
の
委
員
選
任
候
補
者
名
簿
の
作
成

も
任
務
と
さ
れ
て
い
る
。委
員
会
の
委
員
は

5
名
、任
期
は
2
年
で
、3
期
6
年
が
限
度

と
さ
れ
、役
員
を
除
く
正
会
員
の
代
表
者

か
ら
総
会
で
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、選
任
さ
れ
た
委
員
は
、全
国
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
日
の
提
案
は
、現
在
の
委
員
5
名
が
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、令
和
4
年
5
月

の
総
会
終
結
時
ま
で
を
任
期
と
す
る
委
員

と
し
て
新
た
な
委
員
を
選
任
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。承
認
さ
れ
る
と
、全
員
が
1
期

目
と
な
る
。
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木村総務委員長

■
採
決

　

第
3
号
議
案
に
つ
い
て
、反
対
、賛
成
の
順

で
挙
手
を
求
め
た
結
果
、総
会
出
席
正
会
員

数
の
過
半
数
に
あ
た
る
2
0
2
名
を
大
き
く

上
回
る
賛
成
を
得
て
、可
決
、承
認
さ
れ
た
。

第
4
号
議
案　

定
款
、
定
款
施
行
規
則
及
び

会
員
の
入
退
会
、
倫
理
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

■
提
案
説
明

○
木
村
総
務
委
員
長

１　
定
款
の
一
部
改
正

　

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の

認
定
に
関
す
る
法
律（
以
下
、「
認
定
法
」

と
い
う
。）第
22
条
で
は
、毎
事
業
年
度
終
了

後
3
か
月
以
内
に
、定
時
総
会
で
承
認
を
受

け
た
財
産
目
録
等
の
書
類
を
行
政
庁
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、本
協
会
に
当

て
は
め
れ
ば
、6
月
に
定
時
総
会
を
開
催
し

て
も
間
に
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、

現
在
の
本
協
会
定
款
第
15
条
は
、事
業
年
度

終
了
後
2
か
月
以
内
、つ
ま
り
5
月
末
ま
で

に
定
時
総
会
を
開
催
す
る
規
定
と
し
て

い
る
。今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
よ
う
に
、今
後
、万
一
に
備
え
、定
時

総
会
の
開
催
時
期
を
、認
定
法
第
22
条
が
認

め
て
い
る
範
囲
内
、つ
ま
り
1
か
月
遅
く
し
、

事
業
年
度
終
了
後
3
か
月
以
内
と
す
る
と

い
う
改
正
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
、第
23
条
で
は
、理
事
会
推
薦
に
よ
る

理
事
の
選
任
数
を
、現
在
は
5
名
と
し
て
い

る
が
、必
ず
5
名
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、3
名

以
上
5
名
以
内
と
明
確
化
し
た
。第
34
条
で

は
、万
一
に
備
え
、会
長
に
何
か
あ
っ
た
場
合

の
理
事
会
招
集
者
に
つ
い
て
取
扱
を
明
記
し

た
。第
42
条
で
は
、現
状
に
合
わ
せ
、事
業
年

度
開
始
前
に
作
成
し
て
い
る
事
業
報
告
及
び

予
算
に
加
え
、資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

見
込
み
を
記
載
し
た
書
類
を
追
加
し
た
。

第
43
条
で
は
、事
業
報
告
及
び
決
算
書
類
の

作
成
期
日
は
、法
令
に
別
段
の
定
め
が
な
い

こ
と
か
ら
削
除
す
る
。

２　
定
款
施
行
規
則
の
一
部
改
正

　

平
成
21
年
の
制
定
以
降
、改
正
さ
れ
て

い
な
い
届
出
関
係
の
条
文
に
つ
い
て
、実
情
に

合
わ
せ
て
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
提
案
を

す
る
。

　

第
3
条
は
、条
文
と
現
状
に
乖
離
が
あ
る

届
出
事
項
に
つ
い
て
整
理
す
る
他
、現
在
、同

条
に
定
め
て
い
る
継
続
入
会
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
運
用
に
つ
い
て
は
、本
日
、後
ほ
ど
提

案
す
る
会
員
の
入
退
会
、倫
理
等
に
関
す
る

規
則
に
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

３　
会
員
の
入
退
会
、
倫
理
等
に

　
　
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

　

本
日
、改
正
を
提
案
し
て
い
る「
定
款
施
行

規
則
」と
の
整
合
を
図
る
と
と
も
に
、継
続

入
会
に
係
る
事
務
手
続
き
を
追
加
す
る

ほ
か
、入
会
で
き
な
い
場
合
、及
び
会
員
に
対

す
る
懲
戒
の
措
置
に
つ
い
て
の
文
言
を
整
理

す
る
た
め
に
提
案
す
る
。

　

第
2
条
で
は
、入
会
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
を
明
確
化
し
た
。第
6
条
で
は
、

継
続
入
会
の
手
続
及
び
そ
の
効
果
を
明
記

し
た
。第
7
条
～
第
12
条
は
、条
文
追
加
に

よ
り
、第
6
条
以
下
の
条
文
が
繰
り
下
が
る

こ
と
と
な
る
。第
11
条
第
1
号
は
、第
2
条

の
変
更
に
合
わ
せ
て
文
言
を
整
理
し
て
い

る
。第
11
条
第
2
号
で
は
、条
文
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、参
照
条
文
を
変
更
す
る
。

■
採
決

　

第
4
号
議
決
案
の
定
款
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、現
在
の
正
会
員
数
の
3
分
の
2
で

あ
る
３
３
８
名
以
上
の
賛
成
を
得
て
、可

決
、承
認
さ
れ
た
。定
款
施
行
規
則
の
一
部
改

訂
及
び
会
員
の
入
退
会
、倫
理
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
、

総
会
出
席
正
会
員
数
の
過
半
数
に
あ
た
る

2
0
2
名
以
上
を
大
き
く
上
回
る
賛
成

を
得
て
、可
決
、承
認
さ
れ
た
。

坂上役員立候補者資格等審査委員長
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還暦のお祝い対象者

以下8名� （敬称略・氏名五十音順）

会　社　名 役　職 氏　名

株式会社京王設備サービス 代表取締役社長 浅野　義行

株式会社ビルテック 代表取締役 石橋　和夫

蔵王産業株式会社 代表取締役社長 北林　恵一

株式会社ヤエス 代表取締役社長 田澤　正弘

富士建物管理株式会社 取締役社長 永井和亜喜

JUKIゼネラルサービス株式会社 代表取締役社長 林　雄二郎

株式会社ネクサス 代表取締役 藤本　克哉

光洋ビルサービス株式会社 代表取締役社長 山村　浩三

永年勤続表彰受彰者

委　員　の　部� （敬称略・氏名五十音順）

10年表彰　以下7名�
会　社　名 氏　名 委員会名

日建産業株式会社 小野寺　靖 役員立候補者資格等審査委員会

ANA スカイビルサービス株式会社 小島　　保 障がい者等自立支援委員会

東京太洋化工株式会社 坂上　茂雄 役員立候補者資格等審査委員会

グローブシップ株式会社 鈴木　　悟 建築物衛生管理委員会

技建開発株式会社 中川　朋之 建築物衛生管理委員会

株式会社リンレイサービス 東　　文江 建築物衛生管理委員会

光洋ビルサービス株式会社 山村　浩三 役員立候補者資格等審査委員会

6年表彰　以下6名�
会　社　名 氏　名 委員会名

株式会社協栄 金子　　健 経営研究委員会

個人委嘱 小嶋　　明 障がい者等自立支援委員会

個人委嘱 佐藤　　均 建築物施設保全委員会

東京美装興業株式会社 田中　則子 障がい者等自立支援委員会

個人委嘱 西田　信義 障がい者等自立支援委員会

オリックス・ファシリティーズ株式会社 堀　　靖雄 建築物施設保全委員会

4 
還
暦
の
お
祝
い

　　

昭
和
35
年
4
月
1
日
〜
昭
和
36
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る
会
員
代

表
者
の
氏
名
を
明
記
す
る
。記
念
品
に
つ
い

て
は
、後
日
、改
め
て
発
送
を
行
っ
た
。

5 

永
年
勤
続
者
表
彰

　

10
年
表
彰
者
7
名
、6
年
表
彰
者
6
名
の

計
13
名
の
表
彰
者
の
氏
名
を
明
記
す
る
。

表
彰
状
及
び
記
念
品
に
つ
い
て
は
、後
日
、

改
め
て
発
送
を
行
っ
た
。

6 

新
入
会
員
の
紹
介

　　

前
回
の
総
会
以
降
に
入
会
さ
れ
た
会
員
は

正
会
員
・
賛
助
会
員
を
合
わ
せ
て
計
16
社
で

あ
る
。社
名
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、今
後
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
。
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特　集 第10回　定時総会開催報告

新入会員

（1）正会員� （敬称略・入会日順）

会社名 所在地 代表者名

千代田美装株式会社 千代田区有楽町2-10-1 代表取締役　　　　植野　　功

株式会社烏山 千代田区内幸町2-2-3　日比谷国際ビル511 代表取締役　　　　吉田　和子

第一化学株式会社 大田区大森北3-13-5　第1下川ビルディング105 代表取締役　　　　宮尾　　誠

株式会社ユアン 墨田区立花1-23-1-205 代表取締役　　　　島村　敬之

横河東亜工業株式会社 品川区上大崎1-2-8 代表取締役社長　　田中　博之

株式会社パルコスペースシステムズ 渋谷区神泉町8-16　渋谷ファーストプレイス 代表取締役社長　　因泥　孝和

ちゃおクリーンサービス株式会社 板橋区成増3-12-1 代表取締役社長　　引地　俊一

株式会社PSIスポーツ（現㈱HRC） 新宿区高田馬場3-2-14 代表取締役　　　　古市　勝久

株式会社エヌエル 江戸川区中葛西1-11-12 代表取締役　　　　長沼　大樹

株式会社ナビック 大田区西蒲田1-2-7-103 代表取締役　　　　滝本　良太

株式会社プラスコーポレーション 新宿区西新宿7-21-3　DUO 西新宿905 代表取締役　　　　山下　貴司

S.N.Cservice株式会社 渋谷区千駄ヶ谷4-3-7　Gran Duo 千駄ヶ谷2F 代表取締役　　　　長田　隆秀

株式会社ジンダイ 世田谷区上北沢5-45-10 代表取締役　　　　今井　　信

（2）賛助会員� （敬称略・入会日順）

会社名 所在地 代表者名

株式会社ナッパー 中央区東日本橋1-6-5　東日本橋佐藤ビル6F 代表取締役　　　　江口　康二

株式会社マキタ 文京区本郷3-5-3 取締役社長　　　　後藤　宗利

GMOクラウド株式会社 渋谷区桜丘町26-1　セルリアンタワー10F 代表取締役社長　　青山　　満

7 

閉
会
の
言
葉

○
木
村
副
会
長

　

今
年
度
の
定
時
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
こ
そ
解

除
さ
れ
た
と
は
い
え
、ま
だ
ま
だ
油
断
な
ら

な
い
状
況
下
で
の
開
催
と
な
っ
た
。ま
ず
は
、

本
日
の
定
時
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
御
礼

申
し
上
げ
る
。ま
た
、ご
審
議
へ
の
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、議
長
の
重
責
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た

加
藤
様
、小
熊
様
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。

　

本
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、事
務
局
で
も
尽
力

い
た
だ
き
、検
温
、消
毒
、そ
し
て「
三
密
」を

避
け
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
た

う
え
で
開
催
し
た
。

　

慶
祝
行
事
や
永
年
勤
続
表
彰
、新
入
会
員

の
皆
様
の
紹
介
、そ
し
て
懇
親
会
等
も
中
止

す
る
と
い
う
大
幅
に
内
容
を
変
更
し
て
の

総
会
と
な
っ
た
が
、皆
様
の
ご
協
力
、重
ね

重
ね
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
な
状
況
で
は
あ
る
が
、

皆
様
の
健
康
は
も
と
よ
り
、各
社
様
の
従
業

員
の
方
々
の
健
康
に
も
十
分
留
意
し
て
い
た

だ
き
、今
後
と
も
協
会
へ
の
ご
協
力
、い
ろ

い
ろ
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、こ
の
場

を
か
り
て
、お
願
い
申
し
上
げ
る
。

　

来
年
の
定
時
総
会
は
、ぜ
ひ
と
も
以
前
の

よ
う
な
総
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
切
に

願
い
つ
つ
、第
10
回
定
時
総
会
を
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
く
。長
時
間
の
ご
協
力
に
御
礼

申
し
上
げ
る
。
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公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第105回

理 事 会 報 告
令和２年度 補正予算・令和３年度東京都予算要望を承認

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
お
集
ま
り
い
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
理
事
会
は
、
４
カ
月
ぶ
り
に
皆

さ
ん
の
お
顔
を
見
な
が
ら
の
会
議
と
な
り
、
元
気
な
顔

を
拝
見
し
て
安
心
し
ま
し
た
。

　

本
日
、
都
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
感
染
者
が

１
０
０
名
を
超
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
長
期
間
に

わ
た
り
、
コ
ロ
ナ
と
一
緒
に
棲
み
分
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
協
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

業
務
で
相
当
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

協
会
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
を
支
え
る
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
今
ま
で
中
止
等
々
し
て
お
り
ま
し
た
講
習

等
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
開
催
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

そ
の
１　
賛
助
会
員　
株
式
会
社
ア
ビ
リ
ー
ブ

そ
の
２　
賛
助
会
員　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
株
式
会
社

　

賛
助
会
員
２
社
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
１
、
株
式
会
社
ア
ビ
リ
ー
ブ
は
、
平
成
21
年

に
設
立
さ
れ
、
設
備
管
理
の
人
材
派
遣
等
を
中
心
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
本
社
は
福
岡
県
に
あ
る
が
、

東
京
で
の
事
業
展
開
に
お
い
て
、
東
京
の
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に

入
会
を
希
望
し
て
い
る
。

　

そ
の
２
、
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ 

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
株

式
会
社
は
、
平
成
31
年
に
設
立
さ
れ
外
国
人
を
中
心

に
、
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
や
、
商
業
施
設
の
清

掃
へ
の
人
材
派
遣
等
を
中
心
に
事
業
展
開
を
し
て
い

る
。
今
後
の
事
業
拡
大
の
た
め
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
入
会
を

希
望
し
て
い
る
。

　

以
上
２
社
に
つ
い
て
、
資
料
を
精
査
し
、
総
務
委

員
会
と
し
て
は
入
会
に
問
題
な
し
と
判
断
し
た
。

第
２
号
議
案　
令
和
２
年
度 

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
財
務
委
員
長

　

安
達
財
務
委
員
長
か
ら
、
補
正
予
算
の
提
案
が
行

わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
と
い
う
大
き

な
社
会
変
動
が
あ
り
、
協
会
予
算
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
っ
た
の
で
、
補
正
予
算
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
補
正
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
及

び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
に
伴
う
も
の
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
収
入
の
部
」
で
増
額
と
な
る
の
は
、
国
及
び
東
京

都
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
助
成
金
２
６
６
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

減
額
分
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
の
会
費
の
半
額
減

免
で
マ
イ
ナ
ス
２
１
７
４
万
５
０
０
０
円
。

４
月
、
５
月
に
中
止
し
た
講
習
会
等
の
受
講
料
と
厚

生
事
業
の
参
加
費
及
び
今
後
受
講
者
が
減
少
す
る
こ

Photo:ひまわり

■日時：令和２年7月2日（木）午後３時～午後３時45分
■会場：ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事21名、監事3名
■出席者　　　　　理事20名、監事3名
■審議事項

第１号議案　入会の承認について
	 その１　賛助会員　株式会社アビリーブ
	 その２　賛助会員　City Lights Asia株式会社
第２号議案　令和２年度 補正予算について

第３号議案　入会等に関する細則の制定について
第４号議案　諸規定の改廃について
	 その１　役員等国内旅費規則の一部改正
	 その２　事務局職員等国内旅費規則の一部改正
	 その３　教育研修促進助成金に関する規程及び
	 　　　　施行規則の廃止
第５号議案　「令和３年度 東京都予算要望 
	 　　　　ビルメンテナンス業関係施策」について
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■第 105回理事会

と
を
予
想
し
て
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
講
習

会
等
受
講
料
を
約
２
割
減
額
し
、
合
計
マ
イ
ナ
ス

１
４
６
４
万
６
０
０
０
円
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期

に
な
っ
た
た
め
、
ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
か
ら

の
会
議
室
、
家
賃
収
入
が
３
３
９
万
円
減
少
、
同
企

業
体
へ
の
派
遣
が
終
了
し
た
職
員
の
人
件
費
マ
イ
ナ

ス
７
１
１
万
３
０
０
０
円
。
以
上
を
合
計
し
て
、「
収

入
の
部
」
は
４
４
２
３
万
４
０
０
０
円
の
減
額
と
な

る
。

　

続
い
て
、「
支
出
の
部
」
の
増
額
分
と
し
て
、
理

事
会
等
の
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
や
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
態

勢
の
構
築
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
機
材
の
購
入
費
と
し
て

１
０
０
万
円
、
会
計
士
に
よ
る
毎
月
の
会
計
点
検

の
導
入
の
た
め
の
諸
謝
金
が
60
万
円
、
経
理
担
当

職
員
増
員
に
よ
る
会
計
ソ
フ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
料
が

37
万
２
０
０
０
円
。

　

減
額
分
は
、
４
月
、
５
月
に
中
止
し
た
講
習

会
、
厚
生
事
業
等
の
実
施
費
用
６
３
４
万
６
０
０
０

円
、
広
報
誌
５
月
、
６
月
号
の
休
刊
で
マ
イ
ナ
ス

１
７
２
万
７
０
０
０
円
、
広
報
委
員
会
の
活
動
と
し

て
、
他
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
協
会
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
企
画
を
中
止
し
マ
イ
ナ
ス
２
０
０
万
円
。
修

繕
費
で
は
、
４
階
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替
工
事
等
の
次
年

度
へ
の
延
期
で
、
マ
イ
ナ
ス
７
６
０
万
円
。
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
式
典
開
催
中
止
に
よ
る
優
良
従

業
員
表
彰
式
の
会
場
費
等
が
マ
イ
ナ
ス
３
８
７
万

円
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
業
報
告
会
の
延
期
で
マ
イ
ナ

ス
１
５
０
０
万
円
。
来
年
の
総
会
ま
で
専
務
理
事

の
就
任
の
見
込
み
が
な
い

た
め
役
員
報
酬
マ
イ
ナ
ス

７
７
２
万
８
０
０
０
円
、
総

会
の
簡
素
化
で
は
、
懇
親
会

の
中
止
な
ど
で
マ
イ
ナ
ス

３
０
５
万
円
、
海
外
研
修
視

察
の
中
止
で
マ
イ
ナ
ス
80
万
円
、
委
員
会
開
催
回
数

の
減
少
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ス
57
万
９
０
０
０
円
、
求

人
サ
イ
ト
の
管
理
委
託
費
が
マ
イ
ナ
ス
８
万
円
。

　

以
上
を
合
計
し
、「
支
出
の
部
」
は
合
計
し

て
４
６
８
０
万
８
０
０
０
円
の
減
額
で
、
経
常

収
益
か
ら
経
常
費
用
を
差
し
引
い
た
「
評
価
損

益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
」
は
、
当
初
予

算
よ
り
２
５
７
万
４
０
０
０
円
増
加
し
、
マ
イ

ナ
ス
３
５
２
６
万
９
５
４
７
円
と
な
る
。
以

上
、
こ
れ
ら
を
加
味
し
た
補
正
後
の
正
味
財
産

の
期
末
残
高
は
１
３
４
８
万
６
８
９
円
増
加
の

10
億
８
５
５
１
万
４
１
４
２
円
と
な
る
。

　

公
益
事
業
比
率
は
当
初
予
算
の
56
・
１
％
か
ら
63
・

６
％
に
上
昇
し
、
収
支
相
償
は
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス

と
い
う
こ
と
で
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
遊
休
財
産
保
有

額
は
、
保
有
限
度
額
の
72
・
９
％
と
な
っ
た
。
い
ず

れ
も
公
益
法
人
財
務
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

第
３
号
議
案　
入
会
等
に
関
す
る
細
則
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　

小
出
理
事
か
ら
標
記
細
則
の
制
定
に
つ
い
て
提
案

説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

本
細
則
は
、
先
の
定
時
総
会
に
て
、「
会
員
の
入
退

会
、
倫
理
等
に
関
す
る
規
則
」
の
一
部
改
正
を
承
認

頂
い
た
が
、
こ
の
規
則
の
運
用
面
に
つ
い
て
定
め
た

細
則
で
あ
る
。
当
協
会
に
入
会
を
希
望
す
る
会
社
が

申
込
み
時
に
提
出
す
る
資
料
の
ほ
か
、
継
続
入
会
の

取
扱
い
や
申
込
み
時
の
添
付
資
料
を
定
め
て
い
る
。

運
用
と
し
て
は
既
に
実
施
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

定
め
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
新
た
に
制
定
す

る
。

第
４
号
議
案　
諸
規
程
の
改
廃
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
長

そ
の
１　
役
員
等
国
内
旅
費
規
則
の
一
部
改
正

そ
の
２　
事
務
局
職
員
等
国
内
旅
費
規
則
の

　
　
　
　
一
部
改
正

そ
の
３　
教
育
研
修
促
進
助
成
金
に
関
す
る

　
　
　
　
規
程
及
び
施
行
規
則
の
廃
止

　

そ
の
１
及
び
そ
の
２
に
つ
い
て
は
小
出
総
務
委
員

会
担
当
理
事
か
ら
、
そ
の
３
に
つ
い
て
は
野
口
建
築

物
衛
生
管
理
委
員
長
か
ら
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
１
、
役
員
等
国
内
旅
費
規
則
の
一
部
改
正
で

は
、
全
国
協
会
の
国
内
出
張
旅
費
規
程
の
改
正
に
合

わ
せ
て
日
当
額
を
改
正
す
る
ほ
か
、
運
用
上
の
不
備

な
点
を
新
た
に
追
加
す
る
。
主
な
改
正
点
は
、
出
張

区
分
に
当
た
る
距
離
の
算
出
方
法
の
明
文
化（
３
条
）、

最
寄
駅
に
バ
ス
停
留
所
を
含
む
こ
と
の
明
記（
５
条
）、

前
泊
、
後
泊
の
明
記
と
日
当
の
支
給
（
８
条
、
９
条
）

で
、
そ
の
他
、
必
要
な
文
言
整
理
を
行
う
。

　

そ
の
２
、
事
務
局
職
員
等
国
内
旅
費
規
則
の
一
部

改
正
は
、
役
員
等
国
内
旅
費
規
則
の
改
正
に
合
わ
せ

て
の
改
正
で
あ
り
、
改
正
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、
新
た
に
近
距
離
出
張
の
手
続
を
現
行
の
運
用
に

沿
っ
て
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
近
接
地
出
張
及
び

遠
隔
地
出
張
に
つ
い
て
文
言
を
整
理
し
て
い
る
。

　

そ
の
３
、
教
育
研
修
促
進
助
成
金
に
関
す
る
規
程

と
施
行
細
則
の
廃
止
で
あ
る
が
、
平
成
16
年
、
当
協

会
を
従
事
者
研
修
の
登
録
機
関
と
し
て
厚
生
労
働
省

に
届
け
出
を
し
た
際
、
受
講
料
は
会
員
・
一
般
と
も

同
一
価
格
に
設
定
す
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省
か
ら
求
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め
ら
れ
た
た
め
、
受
講
料
の
統
一
化
を
図
る
と
同
時

に
「
教
育
研
修
促
進
助
成
金
に
関
す
る
規
程
と
施
行

細
則
」
を
設
け
て
、会
員
へ
の
優
遇
措
置
（
金
銭
給
付
）

を
実
施
し
た
。
し
か
し
、「
申
請
が
少
な
い
」、「
手
間

が
か
か
る
」、「
入
金
の
振
込
手
数
料
が
か
か
る
」
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
18
年
に
テ
キ
ス
ト
代
と

の
相
殺
に
規
程
改
正
し
、
さ
ら
に
、
平
成
25
年
か
ら

は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、
テ
キ
ス
ト
代

の
無
料
化
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
形
骸
化

し
て
い
る
同
教
育
研
修
規
程
と
細
則
を
廃
止
し
、
現

行
の
運
用
方
法
と
合
致
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。
な

お
、
こ
の
規
程
等
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
支
障
を
来
す

こ
と
は
な
い
。

第
５
号
議
案　
「
令
和
３
年
度 

東
京
都
予
算
要
望

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
関
係
施
策
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
経
営
研
究
委
員
長

　

梶
山
経
営
研
究
委
員
長
か
ら
、
標
記
要
望
書
に
つ

い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

毎
年
、
東
京
都
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
要
望
で
あ

る
。
前
年
度
要
望
と
変
わ
っ
た
点
を
中
心
に
説
明
す

る
。

　

前
文
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に
よ
る
経
営
環
境
の

悪
化
の
下
で
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
重
要
性
を
追
加
し
た
。

　
「
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
」
で
は
、
前
文
に
総
合
評

価
制
度
に
対
す
る
要
望
の
基
本
姿
勢
を
書
き
込
み
、

具
体
的
項
目
で
は
、「
一
定
規
模
以
上
の
案
件
」
と
明

記
し
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｖ
で
の
参
加
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
工
事
案
件
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
期
間
確
保

の
特
例
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
き
込
み
、
入

札
ま
で
の
十
分
な
期
間
確
保
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

　
「
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に
最
低
制
限
価
格
等
を

導
入
す
る
場
合
の
協
議
」
で
は
、
全
体
的
な
文
言
整

理
を
行
う
と
と
も
に
、
年
度
途
中
の
最
低
賃
金
の
改

定
に
伴
う
見
直
し
に
関
し
て
、「
国
等
の
契
約
の
基
本

方
針
」
を
明
記
し
、
年
金
改
革
法
に
よ
る
社
会
保
険

相
当
額
の
負
担
増
を
適
正
に
見
込
ん
だ
予
定
価
格
と

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
「
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の
審

査
」
で
は
、
等
級
確
認
の
徹
底
、
社
会
保
険
等
の
適

用
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
。
昨
年
度
ま
で
要
望
し
て
い

た
、
履
行
評
価
Ａ
の
会
社
へ
の
優
遇
や
履
行
不
良
業

者
へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
実
現
し
た
の
で
、
削

除
す
る
。

　
「
障
害
者
雇
用
の
促
進
」
で
は
、
前
書
き
の
部
分
を

簡
潔
に
ま
と
め
た
が
、
具
体
的
な
要
望
項
目
は
昨
年

度
と
同
様
と
す
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
」
は
、
新
た
に

追
加
し
た
項
目
で
、
4
月
に
政
治
連
盟
が
都
議
会
自

民
党
に
提
出
し
た
要
望
を
基
に
作
成
し
た
。

　

⑴
は
、
国
交
省
や
中
小
企
業
庁
か
ら
発
出
さ
れ
た

通
知
に
基
づ
い
て
感
染
対
策
費
を
発
注
者
が
負
担
す

る
こ
と
。
⑵
で
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
の
マ
ス
ク

着
用
や
施
設
利
用
者
用
の
消
毒
液
の
設
置
は
発
注
者

側
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
。
⑶
で
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
的
に
必
要
な
業
種
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
契
約
額
の
減
額
や
解
約
等
の
不
利
益

な
取
り
扱
い
を
行
わ
な
い
こ
と
。
⑷
で
は
、
医
療
施

設
等
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
施
設
で
の
特
別
手
当
の

設
定
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
を
行
う
。

３　
報
告
事
項

⑴　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

①　
第
54
回
優
良
従
業
員
表
彰 

事
業
・
会
計
報

告
　

毎
年
、
会
員
各
社
か
ら
推
薦
頂
き
、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
優
良
従
業
員
表
彰
式

を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
式
典
は
中
止
し
、
表

彰
状
や
記
念
品
等
を
6
月
18
日
に
各
社
に
送
付

し
た
。
今
年
の
表
彰
者
は
、
１
５
４
社
６
７
５

名
で
あ
り
、
前
年
よ
り
47
名
減
少
し
た
。

　

当
初
は
、
式
典
を
中
止
し
て
も
会
場
費
は
返

還
で
き
な
い
と
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
が
、
政
治
連
盟
を
通
じ
て
都
議
会

自
民
党
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
返
還
の
見
込
み

と
な
り
、
司
会
や
東
京
都
交
響
楽
団
な
ど
へ
の

外
部
発
注
費
も
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
一
方
、
記
念

品
等
を
各
社
へ
送
付
し
た
こ
と
か
ら
、
通
信
運

搬
費
は
増
加
し
た
。
支
出
合
計
は
約
４
８
０
万

円
と
な
っ
た
が
、

当
初
の
予
算
額
に

対
し
て
乖
離
が
大

き
く
な
っ
た
た

め
、
本
日
ご
承
認

頂
い
た
補
正
予
算

に
て
予
算
を
削
減

し
て
い
る
。
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■第 105回理事会

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

①　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生

に
関
す
る
募
集

　

各
社
で
努
力
を
さ
れ
て
い
る
労
働
災
害
防
止

活
動
の
さ
ら
な
る
活
発
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
例
年
ど
お
り
、
労
働
安
全
衛
生
に
関

す
る
募
集
と
し
て
、
無
災
害
企
業
、
労
働
安
全

衛
生
標
語
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
に
つ

い
て
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
申
込
締
切
日
は

7
月
22
日
で
あ
り
、
多
く
の
会
員
企
業
、
従
業

員
の
方
か
ら
の
応
募
を
期
待
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
各
募
集
の
表
彰
に
つ
い
て

は
、
例
年
、
役
員
各
位
に
ご
臨
席
を
頂
き
、「
労

働
安
全
衛
生
大
会
」
の
席
上
に
お
い
て
行
っ
て

お
り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
10
月
9
日
（
金
）

に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
等
も
考
慮
し
、
開
催
の
有
無
、

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
労
務
管
理
委
員
会
で

検
討
を
行
う
。

②　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
の
ス

テ
ッ
カ
ー
の
作
製

　

昨
年
7
月
、
東
京
労
働
局
長
か
ら
当
協
会
に

対
し
、
ロ
ー
プ
高
所
作
業
を
含
む
墜
落
・
転
落

災
害
防
止
に
取
り
組
む
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ

り
、
当
委
員
会
と
し
て
中
間
報
告
書
の
提
出
な

ど
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、
東
京
ガ
ラ
ス
外
装

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
と
共
同
で
、
6
月
を
ロ
ー

プ
高
所
作
業
の
安
全
強
化
月
間
と
し
て
、
会
員

企
業
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
製
し
、
既
に
会
員
に
配
付

し
た
。

ウ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

①　
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
の
受
託
事
業

　
「
都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
清
掃
技
能
検

定
」
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
職
業
技
能

検
定
の
指
導
及
び
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

都
立
特
別
支
援
学
校
教
員
の
育
成
を
目
指
し
、

当
協
会
が
東
京
都
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
作

成
し
た
「
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
生
清
掃
技

能
検
定
ポ
イ
ン
ト
集
」
を
、
映
像
資
料
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
る
事
業
を
東
京
都
教
育
委
員

会
か
ら
受
託
し
た
。
受
託
金
額
は
、
消
費
税
込

み
で
約
２
０
６
万
円
、
契
約
期
間
は
、
来
年
3

月
12
日
ま
で
で
あ
る
。

②　
第
19
回
東
京
都
障
害
者
技
能
競
技
大
会(

ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク)

へ
の
協
賛
と
専
門
委
員
・
補
佐

委
員
の
派
遣

　

今
年
度
も
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
か
ら
当
協
会
に
、
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
へ
の
協
賛
と
、
専
門
委

員
・
補
佐
員
の
派
遣
依
頼
が
あ
り
、
大
会
に
協

賛
し
、
専
門
委
員
2
名
、
補
佐
員
4
名
を
派
遣

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
来
年
2
月

6
日
に
小
平
市
に
あ
る
東
京
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
が
、
無
観
客

で
、
開
会
式
、
閉
会
式
を
行
わ
ず
に
実
施
を
す

る
予
定
で
あ
る
。

⑵　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
鷲
見
事
務
局
長

ア　
６
月
の
事
務
局
の
動
き

　

６
月
か
ら
講
習
会
等
を
再
開
し
て
い
る
。
施

設
管
理
の
関
係
で
は
定
期
清
掃
、
停
電
点
検
、

エ
レ
ベ
ー
タ
の
点
検
な
ど
を
実
施
し
た
。
職
員

の
勤
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
時
差
出
勤
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
持
ち
帰
り
で
き
る
仕
事

に
つ
い
て
週
1
回
程
度
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施

し
た
。

イ　
今
後
の
予
定

令
和
２
年

　
　
７
月
29
日
（
水
）
全
国
協
会
定
時
総
会

　
　
９
月
１
日
（
火
） 

第
１
０
６
回
理
事
会

　
　
10
月
6
日
（
火
） 

第
１
０
７
回
理
事
会

　
　
10
月
９
日
（
金
） 

労
働
安
全
衛
生
大
会

　

９
月
１
日
の
次
回
理
事
会
は
、
現
時
点
で
は

会
議
方
式
を
考
え
て
い
る
が
、感
染
状
況
に
よ
っ

て
は
、
総
務
委
員
会
、
会
長
の
意
見
に
基
づ
い

て
開
催
方
法
を
決
め
て
い
き
た
い
。
10
月
以
降

の
理
事
会
も
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
９
月
と
同

様
で
あ
る
。

　

7
月
29
日
に
全
国
協
会
定
時
総
会
が
、
ネ
ッ

ト
出
席
を
中
心
に
開
催
す
る
。

　

10
月
9
日
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
に
つ
い
て

は
、
労
務
管
理
委
員
会
の
議
論
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
開
催
方
法
を
決
め
て
い
く
。

　

来
年
１
月
の
賀
詞
交
歓
会
が
ど
う
い
う
形
で

実
施
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
想
定

で
き
な
い
が
、
ホ
テ
ル
側
等
と
も
連
絡
を
取
り
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■第 105回理事会

な
が
ら
、開
催
の
有
無
、開
催
方
法
等
に
つ
い
て
、

三
役
会
、
理
事
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
０
社
、
賛
助
会
員
67
社

エ　
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
理
事
会
に
関
す
る

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告

　

６
月
に
初
め
て
実
施
し
た
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
理
事

会
に
つ
い
て
、
各
役
員
の
方
か
ら
頂
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
主
な
意
見
と
し

て
は
、「
難
し
い
と
思
っ
た
が
抵
抗
感
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
」、「
実
際
の
会
議
の
良
さ
も
捨
て
が

た
い
」
と
い
う
も
の
で
、「
審
議
事
項
の
少
な
い

と
き
」
や
「
年
数
回
」
は
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
い
い

の
で
は
、
と
い
う
の
が
概
ね
の
方
向
性
で
あ
っ

た
。
今
後
、
感
染
状
況
や
審
議
事
項
の
多
寡
に

よ
っ
て
開
催
方
法
を
選
択
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
審
議
事
項
を
調
整
す
る
こ
と
で
ｗ
ｅ
ｂ
会
議

開
催
と
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
、
総
務
委

員
会
、
会
長
の
意
向
を
受
け
な
が
ら
、
実
際
の

会
議
に
す
る
の
か
、
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
す
る
の
か
、

決
め
て
い
き
た
い
。

オ　
令
和
２
年
度 

事
務
局
職
員
職
務
分
担

　

職
員
の
職
務
分
担
を
7
月
1
日
か
ら
一
部
変

更
し
た
。
理
由
は
、
職
員
の
定
年
退
職
に
伴
う

担
当
替
え
、
若
い
職
員
の
育
成
、
経
理
事
務
の

複
数
担
当
制
の
実
現
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
経

理
の
複
数
担
当
制
は
、
以
前
か
ら
監
事
の
方
等

か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、

業
務
課
職
員
の
担
当
も
変
更
し
た
。

４　
そ
の
他

　

森
井
理
事
か
ら
、『
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

法
・
指
針
』（
森
井
博
子
、
森
井
梢
江
共
著
）
の
贈
呈
が

あ
り
、
著
書
の
内
容
の
紹
介
と
と
も
に
、
各
社
で
の
活

用
い
た
だ
き
た
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
。

【
著
書
の
紹
介
】

　

共
著
の
森
井
梢
江
氏
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
挿
絵
も
全

部
描
い
て
く
れ
た
。
役
所
が
作
る
法
律
と
か
指
針
と
い

う
の
は
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
意
見
が
多
い
が
、
こ
の

本
の
絵
だ
け
見
て
頂
く
と
、
法
律
と
指
針
が
分
か
る
こ

と
に
な
る
。

　

6
月
1
日
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
と
指
針
が
施
行
さ
れ
、

中
小
企
業
へ
の
適
用
は
２
０
２
２
年
の
4
月
か
ら
で
あ

る
が
、
既
に
施
行
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

　

上
記
著
書
は
指
導
者
用
で
あ
る
が
、
作
業
者
用
の
著

書
と
し
て
、
も
う
一
冊
、『
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
イ
ラ

ス
ト
事
例
集
』（
森
井
梢
江
著
）
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

１
冊
５
０
０
円
と
買
い
や
す
い
価
格
設
定
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ
ち
ら
の
著
書
も
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

今、一人一人ができること。
うがい  手洗い
マスク で
予防しよう。

５
月
、
６
月
理
事
会
の
概
要
は
当
協
会
H
P

「
協
会
概
要
」
内
の
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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ビルメンテナンス会館の
研修室・会議室ご利用案内

当協会会員の方は、下記使用料の半額でご利用いただけます。
研修会、会議、ビルメン商品説明会などに、ぜひご利用ください。

【新型コロナウイルス感染拡大防止のための特記事項】
●館内では常時マスクの着用が必要となります。ご来館

にあたっては、マスクのご持参をお願いいたします。な
お、ご協力いただけない場合は入館をお断りいたしま
すのでご了承ください。

●ソーシャルディスタンスを確保した、会場設営をお願い
いたします。EX）長机1つに1名掛け、前後の設営も
2m 程度距離を開ける。

● 3 密に該当するため、喫煙専用室は閉鎖しております。
全館禁煙となっております。ご了承ください。

●各階に設置している消毒液を利用し、手指の消毒をお
願いします。

【下記に該当する方の入館は固くお断りいたします】
●新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触がある

方
●同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいらっ

しゃる方
●過去 14 日以内に海外渡航歴のある方及び、上記該当

者と接触がある方。 ・発熱 (37.5°C 以上 )、悪寒、咳、
倦怠感、味覚・嗅覚異常等の症状がある方

プロジェクター 05,000
清掃資機材 8,000
警備資機材 10,000

清掃研修タオル使用 05,000
高圧・特別高圧電気受変電盤 30,000
マイク等上記以外の設備 使用料に含む

■機器使用料（オプション）�(単位:円　税別) ■申込み方法
①事前にお電話にて利用日の空室状況をご確認下さい。
②希望日の空室状況が確認できましたら、予約する旨を口頭

でお申し出いただき、所定の申込用紙に必要事項をご記
入のうえＥmail 又は、ＦＡＸにてご送付下さい。

	 お電話だけでの予約は行っておりません。
※所定の申込用紙はホームページよりダウンロードしていた

だくか、ご連絡いただきＦＡＸにて送付いたします。

■ご予約・問合わせ先
事務局管理課　小沼・箱岩まで　Email : kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp
TEL０３－３８０５－７５５５　FAX０３－３８０５－７５５０

階 室名 面積（㎡） 定員（名） 9 〜 12 時 13 〜 17 時 9 〜 17 時 時間当たり料金

B1 研修室 全室 174 72 22,200 29,600 059,200 07,400

2F 研修室

全室 304 200 43,500 58,000 116,000 14,500

201 120 60 17,100 22,800 045,600 05,700

202 152 80 21,600 28,800 057,600 07,200

3F 研修室

全室 304 200 43,500 58,000 116,000 14,500

301 120 60 17,100 22,800 045,600 05,700

302 152 80 21,600 28,800 057,600 07,200

4F 会議室

全室 204 70 29,100 38,800 77,600 9,700

401 63 20 9,000 12,000 24,000 3,000

402 63 20 9,000 12,000 24,000 3,000

403 78 30 9,000 12,000 24,000 3,000

■使用料一覧� (単位:円　税別)

※定員は、教室型３人掛の場合です。
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第286話
「ボタンの掛け違いは怖い…」

左
さ と う

党　隆
たかし

「
恩
讐
の
彼
方
に
…
と
い
わ
れ
て
も
、
ど
う
い
う

こ
と
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
」

　

再
び
海
野
氏
が
声
を
上
げ
た
。

「
恩
讐
と
い
う
意
味
に
は
、受
け
た
ご
恩
と
、恨
み
・

つ
ら
み
―
―
と
い
う
正
反
対
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
含
め
、
色
々
な

感
情
を
乗
り
越
え
た
あ
と
の
現
在
、
と
い
っ
た
感

じ
か
な
」

　

Ｍ
氏
が
応
え
る
と
、

「
先
生
、
恩
讐
の
彼
方
に
―
―
に
つ
い
て
は
よ
く

わ
か
り
ま
し
が
、
と
こ
ろ
で
Ｏ
さ
ん
、
先
ほ
ど
双

方
の
関
係
も
徐
々
に
改
善
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
と

い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん

で
す
か
？
」 

「
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
に
は
、
当
時
京
都
商
業

の
学
生
だ
っ
た
沢
村
栄
治
を
、
正
力
松
太
郎
が
巨

人
に
引
き
抜
い
た
時
に
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
。
野
球
解
説
者
で
医
学
博
士
の
竹
中
半

平
氏
の
『
名
人
気
質
・
個
性
派
選
手
た
ち
』
に
よ

れ
ば
、『
昭
和
九
年
、
読
売
の
正
力
松
太
郎
が
ベ

ー
ブ
ル
ー
ス
を
加
え
た
チ
ー
ム
を
招
く
こ
と
に
成

功
し
た
が
、
前
回
の
昭
和
六
年
ま
で
は
学
生
チ
ー

ム
が
相
手
に
な
れ
た
の
に
、
鳩
山
一
郎
文
相
時
代

に
な
っ
て
野
球
統
制
令
が
で
き
、
せ
っ
か
く
米
大

リ
ー
グ
チ
ー
ム
が
来
て
も
試
合
が
で
き
な
い
の
で
、

大
学
Ｏ
Ｂ
や
実
業
団
を
主
体
と
す
る
チ
ー
ム
を
新

た
に
作
り
、
同
時
に
将
来
日
本
に
プ
ロ
野
球
を
作

る
腹
案
も
含
め
て
、
ま
だ
在
学
中
の
中
学
の
優
秀

な
選
手
に
も
目
を
つ
け
て
引
き
抜
い
た
。
そ
の
中

に
沢
村
が
い
た
。
も
し
も
統
制
令
が
な
く
て
、
今

ま
で
通
り
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

沢
村
は
順
調
に
京
都
商
業
を
卒
業
し
、
腰
本
監
督

の
慶
大
へ
進
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
』
と
書
い
て

い
る
よ
う
に
、
正
力
が
沢
村
を
巨
人
に
引
き
抜
い

た
の
は
理
由
が
あ
っ
た
ん
だ
」

　

こ
こ
で
Ｏ
氏
は
一
息
入
れ
、
グ
ラ
ス
の
酒
を
口

に
運
ん
で
か
ら
、

「
さ
て
、
海
野
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
―
―

巨
人
が
沢
村
を
一
生
面
倒
見
る
―
―
と
い
っ
た
件

で
す
が
、
こ
の
こ
と
一
事
を
も
っ
て
巨
人
の
対
応

を
批
判
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
早
ま
っ
た
考
え
だ
。

球
団
か
ら
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
契
約
は
契
約
。
ビ

ジ
ネ
ス
と
割
切
っ
た
結
果
で
す
か
ら
ね
。
た
だ
対

応
が
ま
ず
か
っ
た
。
そ
の
時
の
経
緯
を
以
前
、
ひ

と
り
娘
の
沢
村
美
穂
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
と
、

ス
ポ
ー
ツ
評
論
家
の
二
宮
清
純
氏
が
こ
ん
な
風
に

書
い
て
い
る
ん
で
す
。『（
父
は
人
の
悪
口
を
一
切

口
に
し
な
い
人
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
二
、
三
人
だ
け
”許

せ
な
い
“と
思
っ
た
人

が
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ひ
と
り
が
市
岡
忠
男
さ

ん
。
な
ん
で
も
解
雇
の
時
の
対
応
が
ひ
ど
か
っ
た

と
か
。
契
約
更
改
の
通
知
が
来
な
か
っ
た
の
で
球

団
事
務
所
に
行
き
、
や
は
り
納
得
が
い
か
な
い

の
で
自
宅
を
訪
ね
る
と
、
”上

が
れ
“
と
も
言
わ

れ
ず
、
門
前
払
い
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
さ
す
が
に
、

こ
の
時
は
怒
り
心
頭
で
、
”オ

レ
は
巨
人
嫌
い
に

な
っ
た
“
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
母
に
は
”野

球
を
辞
め
て
も
、ち
ゃ
ん
と
食
わ
し
て
や
る
“
と

随
分
、
格
好
の
い
い
こ
と
言
っ
た
よ
う
で
す
）
と
。

た
だ
し
、
沢
村
さ
ん
は
今
で
い
う
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

す
。
巨
人
の
草
創
期
を
支
え
た
大
功
労
者
で
す
。

彼
が
い
な
け
れ
ば
巨
人
は
、
そ
し
て
プ
ロ
野
球
が

今
の
よ
う
な
発
展
を
と
げ
て
い
た
か
ど
う
か
…
…
。

そ
れ
を
考
え
る
と
、
も
う
少
し
誠
意
の
こ
も
っ
た

対
応
が
必
要
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
ね
』
と

書
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で
１
９
４
７
年

に
読
売
新
聞
社
が
、
戦
前
の
プ
ロ
野
球
黎
明
期
に

お
い
て
剛
速
球
投
手
と
し
て
名
を
馳
せ
た
沢
村
栄

治
の
栄
誉
と
功
績
を
た
た
え
て
沢
村
賞
を
制
定
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
賞
の
表
彰
式
に
、
ご
遺
族
が

一
度
も
出
席
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
個
人
の
名

前
を
冠
し
た
特
別
賞
の
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
の
沢

村
賞
の
表
彰
式
に
ご
遺
族
が
出
席
す
る
の
は
当
然

で
す
の
に
ね
。
巨
人
軍
と
沢
村
家
の
間
で
ぎ
く
し

ゃ
く
し
た
関
係
が
長
く
続
い
て
い
た
か
ら
な
ん
で

す
よ
。
で
も
最
近
は
巨
人
軍
と
の
遺
恨
に
雪
解
け

が
訪
れ
そ
う
だ
と
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
」

「
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

…
と
こ
ろ
で
そ
の
市
岡
忠
男
っ
て
い
う
人
は
ど
う

い
う
人
物
な
ん
で
す
か
?　

は
じ
め
て
聞
く
名

前
だ
な
」

　

海
野
氏
が
再
び
訊
い
た
。

「
こ
の
人
は
早
稲
田
大
学
時
代
で
は
名
捕
手
と
し

て
活
躍
の
あ
と
、
早
稲
田
大
学
野
球
部
の
２
代
目

監
督
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
読

売
新
聞
社
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
正
力
の
手
足
と

な
っ
て
、
１
９
３
１
年
に
米
大
リ
ー
グ
選
抜
軍
を

日
本
に
招
待
し
、
全
日
本
軍
や
東
京
六
大
学
な
ど

と
の
対
戦
を
組
ん
だ
り
し
て
成
功
を
収
め
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
、
野
球
統
制
令
に
よ
り
学

生
選
手
の
プ
ロ
選
手
対
戦
が
許
可
制
に
な
り
、
実

質
的
興
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
市
岡
は
、

浅
沼
誉
夫
、
三
宅
大
輔
、
鈴
木
惚
太
郎
ら
と
共
に
、

野
球
統
制
令
対
策
と
し
て
職
業
野
球
チ
ー
ム
を
結 

成
す
る
こ
と
を
正
力
社
長
に
働
き
か
け
、
そ
の
年

暮
れ
に
全
日
本
軍
の
選
手
を
中
心
に
し
た
選
手
19

名
で
株
式
会
社
大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
が
結
成

さ
れ
た
。
大
日
本
東
京
野
球
倶
楽
部
は
途
中
で
東

京
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
さ
ら
に
東
京
巨
人
軍
と
改
称

し
て
、
市
岡
は
正
力
の
信
頼
の
元
、
プ
ロ
野
球
誕

生
の
功
労
者
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
。
け
れ
ど
、

１
９
４
６
年
に
正
力
が
公
職
追
放
さ
れ
た
こ
と
で
、

市
岡
の
地
位
も
危
う
く
な
り
、
ま
も
な
く
巨
人
軍 

代
表
を
辞
職
し
た
ん
だ
よ
」

「
権
勢
を
振
る
っ
た
が
故
に
、
日
本
の
プ
ロ
野
球

界
に
と
っ
て
最
も
功
績
を
残
し
た
沢
村
栄
治
を
蔑

ろ
に
し
た
こ
と
が
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
だ
。
沢
村
家
の
遺
恨
は
い
つ
晴
れ
る

か
…
と
い
う
こ
と
か
」

　

こ
こ
で
М
氏
が
そ
う
言
う
と
、
マ
マ
さ
ん
が
、

「
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
は
本
当
に
怖
い
で
す
ね
」
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環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.34

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて頂きます、お気軽にお声掛け下さい。必ずやご期待にお応え致します。

● JR 東日本、2050 年度の CO2 排出
量「ゼロ」に再エネ開発と水素利活用

　JR 東日本は、新たに環境長期目標「ゼロカーボン・チ
ャレンジ 2050」を策定し、2050 年度の鉄道事業にお
けるCO2 排出量「実質ゼロ」を目指すと発表した。これ
により、選ばれる交通機関として、将来にわたり鉄道の
環境優位性の向上を図るとともに、目標達成に向けた取
り組みを通じ、脱炭素社会の実現に貢献する。
　目標達成に向けて、「つくる～送る・ためる～使う」ま
でのエネルギーネットワークの、すべてのフェイズで具体
的な取組みを進めていく。「つくる」では、再生可能エネ
ルギーの開発を推進し、「非化石証書」を活用し、東北
エリアの駅や電車に供給することで、2030 年度までに東
北エリアにおけるCO2 排出量ゼロを目指す。
　「送る・ためる」では、回生電力貯蔵装置などによりエ
ネルギーの有効利用を進めていく。「使う」では、車両や駅・
オフィスの省エネ化、燃料電池車や燃料電池バスなど水
素の利活用を行う。� 「環境ビジネス」

●アイリスオーヤマ、「LED 交換キット」
発売既設器具の使用で初期費用削減

　アイリスオーヤマは、「LED 交換キットグリッド照明用」
を発売する。既設の蛍光灯器具本体を取り外さずに、既
存の光源（FPL55 形／ FHP45 形）とソケットや端子台
など老朽化した電気部材を入れ替えることで LED 化が可
能。これにより初期費用を大幅に削減できるとしている。
　既設の蛍光灯器具本体と反射板のまま LED 化できる
ため、器具交換にかかる費用と作業時間を削減できる。
交換前の古い器具の廃棄が不要になるため、廃棄費用
や廃棄物を削減できる。
　さらに高照度タイプの場合約146lm ／ Wと発光効率
が高く、消費電力は約 67％削減できる。また、同社独
自開発の無線制御システム「LiCONEX」にも対応。タブ
レットやスマートフォンなどから無線通信で照明を操作で
き、照明1台ごと、エリアごとの照明制御により、不必
要な点灯を制御することでさらなる省エネ効果を実現で
きる。「環境ビジネス」

● “ごみ” をエタノールにできる革新技術、
積水化学が実用化へ本腰

　積水化学工業と官民ファンドの INCJ は、米国ベンチ
ャー企業 LanzaTech 社と共同開発した微生物触媒を活
用して可燃性ごみをエタノールに変換する技術の事業化
に向け、実証実験と合弁会社「積水バイオファイナリー」
を設立すると発表した。
　エタノール変換技術は、ごみ処理施設に収集されたご
みを一切分別することなくガス化し、このガスを微生物
によってエタノール化する技術。大きな熱や圧力を必要と
せず、既存プロセスと比べても十分にコスト競争力がある
という。同社は 2014 年から共同開発を進めてきた。
　今回、設立する合弁会社ではこのエタノール化技術の
実用化・事業化に向けた最終段階の実証を行うため、ま
ず、岩手県久慈市に実証プラントを新設する。2021年
度末に稼働を開始する予定だ。実証プラントは、約 20t/
日のごみを処理し、エタノールを生産。企業に提供し、
さまざまな製品・事業に活用してもらうことも目指す。

「スマートジャパン」

●エコバッグ、意外と汚い？
　7月からのプラスチック製買い物袋有料化を前に、利
用者が増えているエコバッグ。エフコープが来店客にアン
ケートしたところ、「洗ったことがない」が 51％と最多で、

「2、3カ月に1回洗う」（23％）、「月1回洗う」（18％）、「週
1回洗う」（5％）、「毎日洗う」（3％）の順となった。
　実際にどのくらい汚れているか店舗衛生基準を基に拭
き取り検査をしたところ、菌の検出個数が10 個未満の「き
れい」が 4 割だったのに対して、10 ～ 50 個の「やや汚
れている」が 5 割、50 個以上の「汚れている」が1割
だった。
　洗濯の除菌効果は、1回の洗
濯で、菌がほとんど検出されなく
なったことから、「洗濯の効果は
大きい」としている。アルコール
系の除菌スプレーの噴霧でも、
効果が確認できたという。
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伊
皿
子
坂
を
登
り
き
っ
た
交
差
点
の

右
角
に
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
歯

科
医
学
発
祥
の
地
、
東
京
歯
科
大
学

の
前
身
、
高
山
歯
科
医
学
院
が
創
設

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
道
な
り
に
昇
っ
て
い
く

と
伊
皿
子
坂
、
な
か
な
か
歴
史
を
感

じ
る
名
前
で
す
。

　

都
営
浅
草
線
泉
岳
寺
駅
A
2

出
口
を
出
る
と
正
面
に
は
稲
荷

神
社
が
あ
り
、
右
側
に
は
泉
岳

寺
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前

の
３
月
に
行
っ
た
。
高
輪
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
は
出
来
た
ば
か
り
で
、

多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち
が
う
ろ
う
ろ

と
。
周
囲
と
店
舗
も
ま
だ
開
業
前
の
状

況
で
す
が

に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

▲

住
所　

東
京
都
港
区
高
輪
二
丁
目
六
番
１７
号

　

都
選
定
歴
史
的
構
造
物
に
は
現
役
の
消
防
署
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
高

輪
消
防
署
二
本
榎
出
張
所
に
な
り
ま
す
。道
順
は
、山
手
線
新
駅
の
高
輪

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
、又
は
都
営
浅
草
線
泉
岳
寺
駅
よ
り
第
一
京
浜
に
出
て

伊
皿
子
坂
を
登
っ
て
徒
歩
約
１０
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

八十一

高
輪
消
防
署
二
本
榎
出
張
所

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
東
京
都
知
事
が
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
に
お
い
て
は
、
96
件
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の
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昇
り
き
っ
た
ら
左
に
曲
が
り

ま
す
が
、
歩
い
て
い
く
と
歴
史

的
な
建
物
や
寺
院
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
む
と
右
側
に
白
く

て
煙
突
が
有
る
建
物
が
和
菓
子

屋
さ
ん
で
、
手
摺
、
窓
ガ
ラ
ス

も
な
か
な
か
い
い
感
じ
で
す
。

　

お
昼
は
、
泉
岳
寺
駅
か
ら
泉
岳
寺

ま
で
の
間
に
お
店
が
数
点
あ
り
、
お

手
ご
ろ
価
格
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、

お
い
し
い
と
ん
か
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

　高輪消防署二本榎出張所内は

見学が出来ます。10 名以上は事

前予約、数名の場合は予約無し

で見られますが、消防活動で現

場へ出動し説明者要員が居ない

場合は見学はできないそうです。

駅へ戻るのに桂坂を下ります。両側の石積がなかなかいいです。

　

そ
し
て
さ
ら
に
進
む
と

左
側
に
塔
が
見
え
。

　建物の前には都選定歴史
的構造物の標識があり、設
計者は越智操、鉄筋コン
クリート造３階建てで昭和
8年（1933年）に建築。
玄関部分は御影石、扉は木
製で第一次世界大戦後の近
代的ドイツ表現主義という
建築様式です。
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会員はもちろん、一般の方々からも
投稿作品を募集します。

（公社）東京ビルメンテナンス協会  広報委員会

　俳句や短歌、エッセイや小説、おすすめの
本や店の紹介、などなど文章作品。イラスト
や手芸作品など、あなたが紹介したい、自慢
したい「作品」を本誌に載せませんか。
　または、あなたが見たビル（外観）や街の
風景で感動したものや美しかったもの、面白
かったものなどの写真とその時のエピソード
を添えて送ってください。
　締切はありません。いつでもご応募ください。

　採用された方には、委員会規定の謝礼を差
し上げます。

■応募先
　郵送の場合は、当協会事務局の住所へ「広
報誌投稿原稿」と明記して送ってください。
　Ｅメールの場合は、
　k.kobayashi@tokyo-bm.or.jp まで
お送りください。� 事務局担当：小林、松丸

あなたの作品や感動した風景・
ビルの写真等を載せませんか。

投稿募集

6
・
8	

阪
神 

高
校
球
児
に「
甲
子
園
の
土
」
贈
呈
へ

6
・
9	

人
気
秋
田
犬
の
わ
さ
お
天
国
へ

6
・
10	

中
止
と
な
っ
た
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
出
場

校
を
招
待
し
8
月
に
甲
子
園
で
交
流
試
合

開
催

6
・
11	

平
年
よ
り
3
日
遅
く
関
東
甲
信
が
梅
雨
入
り 

6
・
12	

「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」
を
解
除
し
休
業
要
請

解
除
・
緩
和
第
３
段
階
「
ス
テ
ッ
プ
３
」

6
・
13	

東
京 

銀
座
で
歩
行
者
天
国
が
再
開

6
・
14	

東
京
都
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
新
た
に
47
人
感
染
確
認

6
・
15	

東
京
都
知
事
選 

れ
い
わ
新
選
組　

山
本

太
郎
代
表
が
立
候
補
を
表
明 

6
・
16	

北
朝
鮮
が
南
北
共
同
連
絡
事
務
所
を
爆
破

6
・
17	

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
来
年
1
月
16
日

か
ら
予
定
ど
お
り
実
施
へ 

6
・
18	

東
京
都
知
事
選
挙
告
示

6
・
19	

プ
ロ
野
球
が
3
カ
月
遅
れ
で
開
幕 

6
・
20	

ブ
ラ
ジ
ル
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
1
0
0
万
人
超
え
る

6
・
21	

日
本
列
島
各
地
で
部
分
日
食
を
観
測

6
・
22	

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
女
子
W
杯
の
招
致

を
断
念

6
・
23	

日
本
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
富

岳
」
が
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
部
門
で
１
位

6
・
24	
「
ユ
ニ
ク
ロ
」
柳
井
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
に
よ
る
研
究
へ
1
0
0
億
円
寄
付

6
・
25	

千
葉
で
最
大
震
度
5
弱
を
観
測

6
・
26	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
2
0
2
7
年
品
川

―
名
古
屋
間
開
業
が
困
難
に　

静
岡
知
事

が
準
備
工
事
認
め
ず

6
・
27	

九
州
各
地
で
記
録
的
大
雨

6
・
28	

将
棋
の
高
校
生
棋
士
藤
井
七
段
が
渡
辺
三

冠
に
2
連
勝　

6
・
29	

世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

1
0
0
0
万
人
超

6
・
30	

「
香
港
国
家
安
全
維
持
法
」
成
立　

中
国

政
府
の
介
入
が
可
能
に

7
・
1	

レ
ジ
袋
の
有
料
化
義
務
付
け
制
度
開
始

7
・
2	

都
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
３
桁　

感
染
拡
大
要
警
戒
の
段
階

7
・
3	

低
効
率
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
休
廃
止
を

段
階
的
に
進
め
る
こ
と
を
梶
山
経
産
相
が

表
明

7
・
4	

熊
本
と
鹿
児
島
に
大
雨
特
別
警
報 

球
磨

川
が
氾
濫

7
・
5	

東
京
都
知
事
選
挙
で
小
池
氏
が
大
差
で
再
選

7
・
6	

鹿
児
島
県
が
「
接
待
を
伴
う
飲
食
店
」
に

対
し
休
業
を
再
要
請　

7
・
7	

福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
に
大
雨
特
別
警
報
を

発
表
対
し
休
業
を
再
要
請

7
・
8	

岐
阜
と
長
野
に
大
雨
特
別
警
報
を
発
表

7
・
9	

東
京
都
で
2
2
4
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
を
確
認　

過
去
最
多

7
・
10	

都
が
「
夜
の
街
」
休
業
に
協
力
金
50
万
円

市
区
町
村
に
補
助

7
・
11	

沖
縄
米
軍
60
人
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

7
・
12	

岐
阜
で
天
然
記
念
物
の
樹
齢
1
2
0
0
年

超
神
木
倒
れ
る　

家
屋
も
破
損

7
・
13	

大
相
撲
7
月
場
所
は
観
客
入
れ
て
の
開
催

を
決
定

7
・
14	

中
小
企
業
な
ど
へ
家
賃
支
援
給
付
金
申
請

が
開
始
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な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

●石井 泰幸 氏
　税理士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●富永 雄次 氏
　１級電気工事施工管理技士
　建築物環境衛生管理技術者
　１級ビル設備管理技能士
　ビル設備管理業務全般

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

●西道 隆 氏
　弁護士

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　中辻一裕

　今回は、以前に取り上げた「ナッジ「nudge」」

について、再度考えてみます。

　ナッジとは無理に人を動かすのではなく、ソフト

に動いてもらう、誘導するといった意味をもった言

葉です。ナッジは選択の余地を残しながらも消費者

を特定の選択肢に誘導させるという手法で、受け手

は圧力をあんまり感じずに特定のものを選択して

しまいます。

　ナッジの効果が明確に発揮されるのが、以前も少

し触れましたが、デフォルト設定の方法です。デ

フォルトとは、最初の値や設定のことです。年月が

経つと、環境の変化によって、デフォルトの設定か

ら設定を変えると得になることがあります。しかし

なかなか設定を変える人はいないようです。パソコ

ンのメールソフトなどは典型的な例で、便利さより

も初期設定のほうが強いことを表しています。

　また、最近サブスクリプションという手法が流

行っています。これは、簡単にいうと先払いの定期

的な定額制や会費制のことです。一定の金額を前払

することで、一定の期間、料金を支払うことなく飲

食が可能になるといったことです。例えば、ワイン

バーで月額 3 万円を支払うと、何回来店してもワ

インが飲み放題になるといったような例がありま

す。月ごとに契約するのであれば、頻繁に活用する

月はサブスクリプションにして、既定の額に達しな

いようであれば毎回の支払いにするといった方法

が合理的ですが、なかなかそのようには動きませ

ん。「損する月もあれば得する月もあるので、まあ

プラスになるだろう、手間もはぶけるし」といった

考えがあるのか、一度サブスクリプションを活用す

るとなかなか都度払いには戻さないようです。

　他にも応用としては、付加サービス（オプション）

をデフォルトにするといった方法が考えられます。

上記のように初期値を変更することはやらないも

のなので、あとで使用されそうなサービスをあらか

じめ基本サービスに組み込んでしまう方法です。

　ナッジという考え方をうまく活用することで、お

客様と企業が両方とも利益を得られる関係を構築

することができます。ぜひ、ビジネスに取り入れて

ください。

マーケティングの新しい考え方

ナッジ その２
行動経済学⑪
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詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　小林、松丸までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

製品情報募集（掲載料無料）

ハウスダスト対策商品

株式会社つやげん　Tel : 03-5741-8011　https://www.tsuyagen.co.jp/

ハウスダストブロッカー

スプレーするだけで、
花粉・ダニ・PM2.5・黄砂・ペットの毛
その他、ハウスダストを無害化

業務用「ハウスダストブロッカー」の特徴

仕  様

⃝ハウスダストに吸着して無害化する機能性原料のアレルＧプラス
とエタノールが主成分の安全性の高いハウスダスト対策製品です。

⃝ハウスダストが付着しやすい布製品に特に効果的で、お部屋全体
に噴霧することにより空気の奇麗な空間もプロデュースします。
除菌効果、消臭効果もあり、タバコや加齢臭に特に消臭効果を発
揮します。

【容　　量】18L（コック付き BIB 容器入り）／ 4L×4 本入り（ノズル付き）
【用　　途】	 衣類、布団、ベッド、枕、ぬいぐるみ、ソファー、カーテン、カーペット、

壁、車内、その他。（水分に弱い素材は使用を避けてください。）
【主 成 分】	 天然鉱物無機塩（アレル G プラス）、アルコール、香料、他
【使用倍率】	 業務用の為、霧状になるスプレー容器に移し替えてご使用ください。
　　　　　  （18L 製品はコックがついている為、移し替えも簡単です。）
※対象物（30㎝程度離してスプレー）に 1㎡ 3 ～ 9 回程度スプレーしてください。
※ご使用頂くスプレー容器の吐出量により回数を調整願います。
　1 プッシュ 0.3cc の容器で約 7 ～ 9 回。

4月6日より

発売中

18L　（コック付き BIB 容器入り）

4L×4 本入り　（ノズル付き）

ハウスダストを無害化 除菌・消臭効果 アルコール 50％配合
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日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

 23  24 25 26 27 28 29

8
2020

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

30 31

◉現任業務別
　教育（1号）
　講習

◉現任業務別
　教育（2号）
　講習

◉設備図面の読
み方

◉現任業務別
　教育（1号）
　講習

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

10月分講習会
情報公開日(HP)

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉清掃作業従事者研修Aコース
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9
2020

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

◉トイレ清掃
　講習

◉ポリッシャー
講習

◉シーケンスの
読み方と実習

◉現任基本教育
講習

◉KYT1日講習

◉現任基本教育
講習

◉保護継電器と
保護協調

◉現任基本教育
講習

◉基礎からの
　床剥離洗浄
　講習

◉ポリッシャー
講習

◉空気調和と
　空気線図の基本
◉品質管理
　入門コース

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
代
金
の
当
日
現
金
払
い
に

つ
い
て

　
８
、
9
月
開
催
講
習
会
は
当
日
現
金
払

い
と
い
た
し
ま
す
。

　

支
払
い
時
に
領
収
書
を
お
渡
し
致
し
ま

す
。
当
日
は
お
釣
り
の
無
い
よ
う
ご
用
意

の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、

変
更
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

変
更
の
際
は
H
P
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉新任警備員教育

◉高圧・特別高圧電気取扱者
安全衛生教育

11月分講習会
情報公開日(HP)

◉清掃作業従事者研修Aコース
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日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

10
2020

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

◉石材
　メンテナンス

講習

◉現任業務別
　教育（1号）

講習
◉ポンプの
　基礎知識
　（初級編）

◉現任業務別教育
	 （1号）講習

◉ビルクリ・ファイナル
チェック講習（2級）

◉ポリッシャー
講習

◉再発防止対策
講座

◉現場警備責任者のための
スキルアップ講習

◉現任業務別
　教育（1号）

講習

◉品質管理
　推進者コース

◉ビルの
　空気調和設備

◉現任業務別
　教育（2号）

講習

◉品質評価法
　講習

◉清掃責任者
　養成講習

３
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

各
講
習
会
の
ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
開
始

後
に
、
当
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
、
日
程
振

替
は
不
可
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◉新任警備員教育

◉設備管理の基礎（新人教育）

◉新任警備員教育

12月分講習会
情報公開日(HP)

◉障がい者清掃作業指導員コース

◉設備管理の基礎（新人教育）

◉低圧電気取扱者安全衛生特別教育 ◉安全管理者選任時研修
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■

■委員

吉　澤　　幸　夫

奥 出　 隆 之

大 嶋　 直 樹

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

広報誌編集小委員会
委員長

広報　第573号

令和2年8・9月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

編
集
後
記

5
月
12
日

【
協　

会
】

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」�

（
２
０
２
０
年
５
月
号
）

 

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
募
集
に
つ
い
て

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン�

（
厚
生
労
働
省
）

6
月
18
日

【
協　

会
】

 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
に
伴
う
作
業
現
場
提
供
の
お
願
い

 

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
募
集
に
つ
い
て

 

・
ロ
ー
プ
高
所
作
業
シ
ー
ル

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
」
で
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す�

（
東
京
労
働
局
）

 

・
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

（
厚
生
労
働
省
）

 

・
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
！�

（
東
京
労
働
局
）

7
月
10
日

【
協　

会
】

 

・
令
和
２
年
度
「
会
員
名
簿
」
原
稿

 

・
品
質
管
理
入
門
コ
ー
ス

 

・
品
質
管
理
推
進
者
コ
ー
ス

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
「
私
の
安
全
衛
生
宣
言
」
募
集
！　

（
東
京
労
働
基
準
協
会
連
合
会
）

 

・
求
職
者
情
報
（
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
管
理
科
）

�

（
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
）

 

・
求
職
者
情
報
（
施
設
警
備
科
）

�

（
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
）

　

6
月
号
と
7
月
号
を
休
刊
に
し
て
し
ま
い
、
皆
様
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
と
し
て
外
出
自
粛
を
迫
ら
れ
る
中
、
当
協

会
も
講
習
会
や
ら
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
に
し
、
広
報
誌
に

掲
載
で
き
る
記
事
が
無
か
っ
た
事
で
す
。
し
か
し
、
広
報
誌

の
存
在
意
義
は
、「
情
報
発
信
」
の
ほ
か
に
「
相
互
親
睦
の

促
進
」
も
あ
る
の
で
、
休
刊
を
し
な
い
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
特

集
」
と
す
る
方
法
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
広
報
委

員
が
集
ま
る
の
も
憚
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
し
た
の
で
、「
休

刊
や
む
な
し
」
と
い
う
苦
渋
の
判
断
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
相
応
し
い
方
法
で
の

広
報
活
動
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
は
令
和
２
年
３
月
28
日
（
令
和
２
年
４
月 

11
日

変
更
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対

処
方
針
を
発
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
『
社
会
の
安
定
の

維
持
の
観
点
か
ら
、
緊
急
事
態
措
置
の
期
間
中
に
も
、
企

業
の
活
動
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
関
係
事
業
者
の
最
低
限
の
事
業
継
続
を
要
請
す
る
。

④
企
業
活
動
・
治
安
の
維
持
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
（
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
等
）』
と
記
載
が
あ
り
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
契
約
継
続
に
不
安
が
あ
る
中
で
、
と

り
あ
え
ず
は
受
注
が
継
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
安
堵
で
き
た

わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
感
染
が
拡
が
る
に
つ
れ
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
の
絶
対
的
不
足
な
ど
で
、
従
事
者
へ
の
安
全
配
慮

義
務
を
遵
守
す
る
の
が
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
逆

に
契
約
継
続
の
辞
退
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
逼
迫

し
た
状
況
が
直
ぐ
に
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
責
任
、
そ
し
て
従
事
者
へ
の
安
全
配
慮
義
務
、
あ

ら
た
め
て
私
た
ち
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
に
大
き
な
課

題
を
突
き
付
け
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
協
会
か
ら
の
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
情
報
は
、
手
探
り
だ
っ
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
大
き
な
助
け
に
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
克
服
に
は
、
み
ん
な
で
ま
と
ま
り
、
知
恵
と
勇

気
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
切
に
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
株
）
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

吉
澤　

幸
夫
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告　知　板 2020.8・9　Vol.573

社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号
（赤色の太字部分が変更になった箇所)

（会社名住所・電話・ＦＡＸ変更)

㈱三越伊勢丹アイムファシ
リティーズ

飯嶋　庸夫 160-0021 新宿区歌舞伎町2-44-1
東京都健康プラザハイジア14Ｆ

6205-6611 6205-6617

（社名変更）

㈱HRC
(旧：㈱PSIスポーツ)

古市　勝久 169 -0075 新宿区高田馬場4-39-1
畔上セブンビル401

5937 -4400 4243 -3040

㈱エフビーエス
(旧：㈱エフビーエスミヤマ)

渡部　元浩 103 -0025 中央区日本橋茅場町3-1-11 3639 -7604 3639 -7607

㈱セイビ・プロパティ・
マネジメント
(旧：㈱エス・ジェイ・プロパティー・マネジメント)

大塚　聡 103 -0013 中央区日本橋人形町3-2-3 3664 -8871 3669 -6187

㈱森永乳業ビジネスサービス
(旧：㈱リザンコーポレーション)

山中　康史 153 -0063 目黒区目黒4-4-22　森永乳業内 5722-4621 5722 -4625

（代表者名変更）

RB工装㈱ 堂野　琢磨 162 -0056 新宿区若松町33-8　アール・ビル新宿1F 5287 -1571 5287 -1578
朝日建物管理㈱東日本営業本部 大慶　順一郎 104 -8011 中央区築地5-3-2　朝日新聞東京本社新館11F 3549 -1465 3549 -1466
㈱エール 福田　昭彦 170 -0013 豊島区東池袋2-60-3　グレイスロータリービル6F 5992 -8400 5992 -8401
㈱シミズ・ビルライフケア 富永　秀行 104 -0031 中央区京橋2-10-2　ぬ利彦ビル南館2F 6228 -7865 6228 -7848
㈱清建社 中田　久義 103 -0002 中央区日本橋馬喰町2-1-1　

三井住友銀行浅草橋南ビル6F
3663 -7491 3668 -2309

第一ビルサービス㈱ 細見　勝將 141 -0031 品川区西五反田2-19-3　五反田第一生命ビル7F 3491 -2781 3491 -6730
㈱東京管理 浅野　陽人 170 -0013 豊島区東池袋1-15-12　アムスビル7F 5954 -7171 5954 -8080
東京美化㈱ 二宮　崇兆 103 -0024 中央区日本橋小舟町3-8　小原ビル7F 3639 -7400 3639 -7407
㈱日本テレビワーク24 石塚　功 102 -0084 千代田区二番町3-4　麹町御幸ビル2F 5962 -8470 5275 -1159
農林中金ファシリティーズ㈱ 伊藤　良弘 100 -0006 千代田区有楽町1-12-1 6256 -0120 5222 -8165
㈱ヒューマック 宮﨑　道久 104 -0033 中央区新川1-16-14　アクロス新川ビル･アネックス2F 3553 -7858 3553 -7850
㈱丸誠サービス 小林　憲司 108 -0023 港区芝浦4-13-23　ＭＳ芝浦ビル8F 6453 -7144 3456 -4567
三菱電機ビルテクノサービス㈱ 林　美克 116 -0002 荒川区荒川7-19-1　システムプラザ内 5810-5300 5810 -5501
㈱明和 谷口　周平 187 -0031 小平市小川東町 5-21-12 042-343-6881 042-345-8622

（住所変更）

サンビル㈱ 髙松　浩司 102-0074 千代田区九段南4-7-15　
ＪＰＲ市ヶ谷ビル3Ｆ

5215 -7150 5215 -7151

サンユービルコンサルタンツ㈱ 三俣　功一 101-0051 千代田区神田神保町2-8-20　
トラストワンビル4F

5357 -1793 5357 -1794

㈱ＪＴＢアセットマネジメント 大八木　隆男 110-0005 台東区上野1-10-12　
商工中金・第一生命ビル6F

4331 -1111 4331 -1114

東京ガスファシリティサービス㈱ 近藤　昌之 108-6222 港区港南2-15-3　
品川インターシティC棟22F

6451 -4020 6451 -4268

（入会）

㈱エスケイエム 岡田　耕二 101-0062 千代田区神田駿河台2-3-45　お茶の水茗渓ビル5Ｆ 3518-6720 3518-6721
㈱グローキャスト 三上　大 101-0063 中央区神田淡路町2-10-14　ばんだいビル2 6811-6700 6811-6701
㈲サンリード 池田　香世子 351-0007 埼玉県朝霞市岡1-9-13 048-468-6312 048-468-6422
㈱台東サービス 巻幡　和彦 111-0042 台東区寿4-13-8 3842-1071 3842-1072
㈱アビリーブ 吉崎　寛信 105-0004 港区新橋6-9-2　新橋第一ビル5F 6432-0890 6432-0891
City Lights Asia㈱ 北隅　晴仁 107-0062 港区南青山3-1-3　スプライン青山東急ビル4F 5302-6440 5351-5540
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